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Ⅰ．建学の精神・短期大学の基本理念、使命・目的、短期大学の個性・特色等 

  

1 建学の精神と大学の教育理念 

びわこ学院大学短期大学部（以下「本学」という。）は、平成 2（1990）年に、生活

文化学科のみを有する単科大学、滋賀文化短期大学として開学した。 

 

本学の建学精神と教育理念は、学校法人滋賀学園寄附行為及び、びわこ学院大学短期

大学部学則に次のように謳っている。 

 

〇学校法人滋賀学園寄附行為 

第 3 条 この法人は、教育基本法ならびに学校教育法および就学前の子どもに関す

る教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律に従い、学校教育および保育を

行い、個性ゆたかな人材を育成することを目的とする。 

 

〇びわこ学院大学短期大学部学則 

第 1 条 本学は、教育基本法に基づき、学校教育法に定める短期大学として学芸を

教授・研究するとともに、複雑、多様化する現代社会において、より豊かに生き

るために必要とする幅広い知識と思考方法を修得させ、日常に起こる諸問題を合

理的かつ科学的に解決することのできる教養豊かで、円満な人格を持つ人物を育

成することを目的とする。 

2 ライフデザイン学科は、生活設計に関わる広範な知識・技術を教授し、企業

実務、教育および福祉に関して高度な専門性を有する人材の育成を目的とする。 

 

2 本学の使命・目標 

滋賀県では高等教育機関が南部や東北部に集中し、中部地域での大学の空白時期が長

年続いた。当地域における行政機関や経済界、教育関係者にとっては、大学の立地は積

年の悲願であった。 

学校法人八日市女子学園（現学校法人滋賀学園）は、こうした地域事情を背景として、

各方面から寄せられた高等教育機関への篤い想いに応え、平成 2（1990）年に「滋賀文

化短期大学」を開設した。本学では、いよいよ現実になってきた少子高齢化社会を見据

えた地域福祉の第一線を担う人材養成を教育目的として、実務重視の教学を実践し、開

学以来、2,500 人余の職業人を輩出し、その多くは、市内もしくは県域に職場を得てき

た。 

今後、若者の都市への集中が進むなか、地方の再生に必要な若い力をこの地域に定着

させる意味でも、本学への地元の期待は大きい。 

本学では、地元への就職を希望する若者に、地域から求められる人材となる教育を実

施し、広い視野と社会人としての素養を持って地域の将来を担う力として、卒業生を送

り出すことを目標としている。 
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3 大学の個性・特色 

ライフデザイン学科は、少子高齢社会における家庭、職場、地域社会など広範囲な生

活領域で、創造的に対応し得る素養の育成に目標を置き、新しい生活スタイルの創造や

優れた職業人となるための教養、技能を研鑽し、併せて少子高齢社会の生活問題の解決

を支援できる能力を養成するとともに、具体的方策の企画立案手法や、援助技術を習得

させることを目指している。 

また、地域に根差し、地域に開かれた大学の責務として、地域への人材の供給はもと

より、積極的に教育・研究活動を通じて地域企業や行政との連携を深め、地域の問題解

決に貢献することも、大きな目標としている。 

 

 

本学のシンボルマークは、次のコンセプトにより作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．沿革と現況  

 

1 本学の沿革 

本学の設置者である「学校法人滋賀学園」は、昭和 8（1933）年に八日市市（現東近

江市）浜野町に開設された「和服裁縫研究所」をはじまりとしている。創始者 森 はな は、

日本の美風を身につけた婦女子の育成を教育理念として、地域の子弟教育に限りない情

熱を注ぎ、これまで多数の善良な家庭人を育てるとともに、隣人や地域社会と連携して

社会発展に献身的に取り組む有為な人材を世に輩出してきた。 

こうした地道な教育活動は、次第に衆目を集めるところとなり、昭和 30（1955）年

に「八日市和洋女子専門学院」を、昭和 51（1976）年には専修学校「八日市女子専門

学校」並びに「八日市高等女子専門学校」を、昭和 59（1984）年には「八日市女子高

等学校」を開校し、教育機関としての地歩を固め、平成 2（1990）年には八日市市布施

町で専門学校を母体とした「滋賀文化短期大学（生活文化学科）」を開学するに至った。 

 

びわこ学院大学の頭文字「Ｂ」と琵琶湖の波がモチー

フ。カラーは滋賀県と本学の象徴である琵琶湖を表す

「青」と、スクールカラーである「紺」を用い、ダイ

ナミックな動きを見せる波形のデザインによって、大

学とそこに集う学生たちのたゆまぬ成長と邁進、発展

をイメージ。また、全体の形は膨らみかけている蕾を

象形しており、青、紺のカラーは、大学と学生たちの

知性を表現し、学生たちの知性の蕾が、今まさに大き

く花開こうとしている姿、そして、蕾のなかに子ども

たちを包みこむ優しさに満ちた人間形成を表現してい

る。 
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○ 学園全体の年表を掲げ、沿革を示す。 

昭和 08 (1933)年 01月 創始者 森 はな 和服裁縫研究所 開設 

昭和 30 (1955)年 11月 八日市和洋女子専門学院 開設 

昭和 42 (1967)年 04月 校名を八日市女子学園に改称 

昭和 44 (1969)年 10月 準学校法人八日市女子学園 設立 

   初代理事長に 森 はな 就任 

昭和 51 (1976)年 04月 専修学校として認可を受け、 

   校名を高等課程 八日市高等女子専門学校 

   専門課程 八日市女子専門学校に改称 

昭和 58 (1983)年 11月 学校法人八日市女子学園 設立 

昭和 59 (1984)年 04月  八日市女子高等学校 被服科 開校  

昭和 62 (1987)年 04月  八日市女子高等学校 教養科 開設   

平成 元 (1989)年 12月  滋賀文化短期大学設置認可を受ける 

平成 02 (1990)年 04月  滋賀文化短期大学 生活文化学科 開学  

平成 02 (1990)年 04月  八日市女子高等学校 普通科 開設 

平成 06 (1994)年 04月  滋賀文化短期大学 人間福祉学科 介護福祉専攻 

   人間福祉学科 人間福祉専攻 開設 

平成 08 (1996)年 04月  第 2 代理事長に森 美和子 就任 

平成 08 (1996)年 04月  滋賀文化短期大学 人間福祉学科 

   人間福祉専攻の入学定員増 

平成 09 (1997)年 04月  法人名を学校法人滋賀学園に改称  

平成 09 (1997)年 04月  滋賀文化短期大学男女共学制を開始 

平成 09 (1997)年 04月  滋賀文化短期大学 人間福祉学科 

   介護福祉専攻の入学定員増 

平成 10 (1998)年 04月  滋賀文化短期大学 人間福祉学科 児童福祉専攻 開設 

平成 10 (1998)年 04月  滋賀文化短期大学 生活文化学科の入学定員 減 

平成 11 (1999)年 04月  八日市女子高等学校を男女共学制とし、 

   校名を滋賀学園高等学校に改称 

平成 13 (2001)年 12月  滋賀文化短期大学 図書館棟 竣工 

平成 15 (2003)年 04月  滋賀学園中学校 開校 

平成 19 (2007)年 04月  滋賀文化短期大学 

   人間福祉学科 児童福祉専攻の入学定員 増 

   生活文化学科及び人間福祉学科人間福祉専攻の入学定員 減 

平成 21 (2009)年 04月  びわこ学院大学 教育福祉学部 子ども学科 開学 

平成 21 (2009)年 04月 滋賀文化短期大学をびわこ学院大学短期大学部に改組 

   ライフデザイン学科 開設 

平成 25 (2013)年 04月 びわこ学院大学附属こども園「あっぷる」 開園 

平成 26 (2014)年 04月 びわこ学院大学 教育福祉学部 スポーツ教育学科 開設 
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2 本学の現況 

・短期大学名    びわこ学院大学短期大学部 

 

・所在地      滋賀県東近江市布施町 29 

 

・学科の構成                           

学 科 名 コ ー ス 

ライフデザイン学科 

地域政策コース      ※1 

ライフデザインコース   ※1 

介護福祉士養成コース   ※2 

児童学コース       ※3 

介護福祉コース      ※2 

キャリアデザインコース  ※1 

※1 平成 29（2017）年度から地域政策コースとライデザインコースを統合し、キャリアデザインコースに改組 

※2 平成 29（2017）年度から介護福祉士養成コースを介護福祉コースへ名称変更 

※3 平成 29（2017）年度から児童学コースを設置 

 

 ・学生数、教員数、職員数  ＜平成 29（2017）年 5 月 1 日現在＞ 

 

（学生数） 入学定員 80、収容定員 160 

 

ライフデザイン学科 

計 
児童学 介護福祉 

キャリア
デザイン 

地域政策 
ライフデ
ザイン 

介護福祉
士養成 

1 年生 24 32 21    77 

2 年生    11 19 31 61 

計 24 32 21 11 19 31 138 

 

（教員数） 

学科名 
教授 准教授 講師 助教 合計 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

ライフデザイン学科 3 0 1 1 1 3 0 0 5 4 

計 3 2 4 0 9 

 

（職員数） 

区分 
正職員 嘱託 非常勤 合計 

男 女 男 女 男 女 男 女 

人数 11 4 0 0 7 8 18 12 

計 15 0 15 30 

大学と共通 

（名） 

（名） 

（名） 
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Ⅲ．評価機構が定める基準に基づく自己評価 

 

基準 1．使命・目的等 

1－1 使命・目的及び教育目的の設定 

1-1-① 意味・内容の具体性と明確性 

1-1-② 簡潔な文章化 

1-1-③ 個性・特色の明示 

1-1-④ 変化への対応 

 

（1）1－1 の自己判定 

基準項目 1－1 を満たしている。 

 

（2）1－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

1-1-① 意味・内容の具体性と明確性 

【事実の説明】 

ア 使命・目的 

本学は、設置母体である学校法人滋賀学園の創始者 森 はな が 80 余年にわたり

一貫して掲げてきた『地域に貢献する人材の育成』を建学の精神としている。 

このような観点に立って、本学学則の第 1 条（目的）において「本学は教育基本

法に基づき、学校教育法の定める短期大学として学芸を教授・研究するとともに、

複雑、多様化する現代社会において、より豊かに生きるために必要とする幅広い知

識と思考方法を習得させ、日常に起こる諸問題を合理的かつ科学的に解決すること

のできる教養豊かで、円満な人格を持つ人物を育成することを目的とする。」と明記

している。【資料 1-1-1】 

イ 教育研究目的 

人口減少、少子高齢化が進むなか、大都市への若年層の流出は、地方にとって大

きな問題となっている。本学の位置する滋賀県においても、大学や短期大学を卒業

し、他府県に職を求めて転出する人口が多いという特徴がある。 

一方で、若者たちは高等学校までの生活において、地域と関わりをもつ機会が少

ないため、地元の良さに対する認識も低く、地域社会に関する知識や経験に乏しい

現実があり、これも若者の地域離れの大きな要因となっている。 

地域社会にとって、高等教育機関、特に短大に期待されることは、地域の産業や

社会活動に対して有用な人材の育成であり、地域を理解し定着して地域のために貢

献できる人材の輩出である。 

そのために、本学の目的は、地域をより深く理解し、地域のために何が必要か体

験を通して地域の発展のために働くことのできる人材を育成することにある。 

具体的には、行政、企業、NPO 等との効果的な連携を教育の中に取り込み、コミ

ュニケーションのあり方や人間としての魅力づくり、地域の歴史や文化、地域の政

策などについての知識を持ち、学生が地域を舞台にした自らのライフデザインを設

計できる力を身につけることができる教育内容とする。 
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【自己評価】 

本学の使命、教育目的は、建学の精神『地域に貢献する人材の育成』を基本理念

として定めており、その内容は学則に具体的かつ明確に記載している。また、これ

らの基本的事項は大学の公式ホームページや大学案内、学生ハンドブックなどにお

いて適宜公表している。 

 

＜エビデンス集 （資料編）＞ 

【資料 1-1-1】びわこ学院大学短期大学部 学則第 1 条（学校法人滋賀学園規程集 3-11） 

【資料 F-3】より 

 

1-1-② 簡潔な文章化 

【事実の説明】 

本学の使命・目的及び教育目的については、1-1-①イ.教育研究目的で記述したと

おりであるが、これらの内容を学生が正しく理解することは勿論のこと、日常的に

自覚し、主体的に行動することが重要であることから、各年度の学生ハンドブック

の前書き部分において、簡潔なわかり易い文章で次のように掲載している。 

びわこ学院大学短期大学部の基本理念と教育目的には、「「地域に貢献できる人材

育成」を建学の精神として、学芸を教授・研究するとともに、複雑かつ多様化する

現代社会において、より豊かに生きるために必要とする広範な知識と思考方法を習

得させ、日常に起こる諸問題を合理的かつ科学的に解決することのできる教養豊か

で、円満な人格をもつ人物を育成することを目的とする。」と明記している。【資料

1-1-2】 

 

【自己評価】 

「寄附行為」「大学学則」「学生ハンドブック」等に明示されている大学の使命や

教育目的は明確かつ簡潔に記載されている。 

 

＜エビデンス集 （資料編）＞ 

【資料 1-1-2】2017 学生ハンドブック （p.2） 建学の精神 【資料 F-5】より 

 

1-1-③ 個性・特色の明示 

【事実の説明】 

本学の建学理念『地域に貢献する人材の育成』は、地域が必要とする職能人のニ

ーズに応えることにある。本学が位置する滋賀県東部地域は総じて人口減少が進み

つつあり、とりわけ、少子化の進展と高齢者の増加は年々顕著になっている。【資料

1-1-3】 

本学が目指す福祉の素養と高い社会性を身に付けた介護福祉士、幼児教育におけ

る高い専門性を持った保育士や幼稚園教諭、そして、地域を良く知り、地域の人々

と共に地域に貢献できる職能人を養成することは、地元の人的需要に沿ったものと

いえる。 
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本学は、女子短期大学として生活文化学科の単一の学科からスタートしたが、そ

の後地域の要請に応える形で、「人間福祉」をキーワードに男女共学、福祉への人材

育成、地域での学びを軸に進展してきた。 

介護福祉士養成コースおよび介護福祉コースでは、高齢社会の到来に伴い不足し

がちな介護のプロを育成し、県内唯一の介護福祉士養成課程を持つ短期大学として、

多くの人材を輩出してきた。県内の施設においては、本学卒業生への信頼も厚く、

毎年就職率はほぼ 100％を達成している。【資料 1-1-4】 

地域政策コースでは、これまで行われてきた地域との交流や協働による事業展開

をより鮮明にし、地域内の行政や公的機関、NPO 等の団体、地域に根差した優良企

業への就職を目指して、指導に取り組んでいる。【資料 1-1-5】 

ライフデザインコースでは、地域の企業から求められる多様なニーズに対して、

情報教育を基本とした幅広い資格取得を軸に、より高い資質を備えた社会人の育成

に努め、ほとんどが地元への就職を実現している。【資料 1-1-6】 

平成 29（2017）年度に開設した児童学コースでは、少子高齢化による労働力不

足への対応として、女性にも働きやすい環境を創り出すため、地域に不足している

保育士や幼稚園教諭の育成に取り組んでいる。 

キャリアデザインコースでは、地域社会に関連する専門的な学びを深めるととも

に、現在の情報化社会で働くために必要な情報・ビジネス関連の資格取得を目指し、

自らのキャリアアップに努め、地域に貢献できる人材の育成を目指している。 

 

【自己評価】 

本学では、実務教育と福祉教育の学問領域を融合させ、全人格的な社会人の育成

を目指しており、こうした教育理念は教学にも反映され、本学の学びにおける個性・

特色となっている。また、それらの内容は、印刷物等の媒体を通して明示しており、

学内外への周知に努めている。 

 

＜エビデンス集 （資料編）＞ 

【資料 1-1-3】平成 29（2017）年度 滋賀県中部地域の人口動態と構成  

【資料 1-1-4】介護福祉士養成コース就職内定者一覧  

【資料 1-1-5】2017 シラバス            【資料 F-5】より 

【資料 1-1-6】ライフデザインコース就職内定者一覧  

 

1-1-④ 変化への対応 

【事実の説明】 

本学では、定例的に開催される｢自己点検・評価委員会」及び「FD 委員会」と同

委員会主催による「FD 研修会」などにおいて、大学を取り巻くさまざまな変化や

学生、保護者からの要望などについて広く議論し、本学の教学内容や大学運営に活

かすよう努めている。【資料 1-1-7】【資料 1-1-8】【資料 1-1-9】 

学生指導を入学から卒業・就職まで地域との連携を重視した形で総合的に実施す

るため、「入学センター」「実習・実践支援センター」、「進路・就職支援センター」



びわこ学院大学短期大学部 

8 

及び「外部連携研究センター」を全学的な組織としている。 

なお、「入学センター」では、学生募集に関わる広報や入試業務、「実習・実践支

援センター」では、教育実習や施設・企業実習等に関わる学生支援、「進路・就職支

援センター」では、進路指導や就職活動に関する学生支援を主な業務にしている。

さらに「外部連携研究センター」では、地方自治体や企業、地域住民との連携に関

わる教育研究活動を推進するとともに、外部資金獲得に関する業務を主な内容とし

ている。【資料 1-1-10】【資料 1-1-11】【資料 1-1-12】【資料 1-1-13】 

教授会の傘下にある 18 の委員会をはじめ、ともすれば、縦断的に運営されがち

な進路・就職指導や実習・実践支援、地域連携事務などに統合的かつ機能的に対処

するため、横断的な組織体制をとっている。 

なお、「学校法人滋賀学園中期経営計画」では、高等教育機関を取り巻く社会環境

の変化や受験生の動向などを見据え、所要の見直しを明文化しており、「第一次経営

力向上推進プログラム」において、適切な改善策等について明記することとしてい

る。【資料 1-1-14】 

 

【自己評価】 

現行の教育手法やシステム等については、常に学内の関係機関での審議を踏まえ

つつ、社会の変化に適応できるよう見直しを進めることが重要であり、この体制に

よって様々な環境の変化にも対応できるものと考えている。 

 

＜エビデンス集 （資料編）＞ 

【資料 1-1-7】びわこ学院大学短期大学部 自己点検・評価委員会規程 

（学校法人滋賀学園規程集 3-38） 

【資料 1-1-8】びわこ学院大学短期大学部 FD 委員会規程（学校法人滋賀学園規程集 3-45） 

【資料 1-1-9】平成 29（2017）年度 FD/SD 研修会開催状況 

【資料 1-1-10】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 入学センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-09） 

【資料 1-1-11】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 実習・実践支援センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-14） 

【資料 1-1-12】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 進路・就職支援センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-11） 

【資料 1-1-13】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 外部連携研究センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-13） 

【資料 1-1-14】学校法人滋賀学園「中期経営計画」 

 

（3）1－1 の改善・向上方策（将来計画） 

教育目標については、内容の具体性と明確性、簡潔な文章化を確保・維持しつつ、

大学を取り巻く環境の変化に敏感に対応することが肝要である。具体的には少子化に

伴う大学淘汰、グローバル化や地方分権がもたらす地域社会環境の変化、さらにはそ

れらを背景とする高等教育機関への期待、地域住民や受験生が大学に求める存在意義
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の変化などを踏まえ、使命・目的及び教育目的について、随時見直すこととしている。 

そのひとつとして、平成 29（2017）年度に開設した児童学コースは、少子高齢化

の進む地域に求められる子育てがしやすい環境づくりのための人材育成に重点を置い

た教育の一環である。 

地域の高等教育機関としての使命と、本学の建学精神を具現化していく上で、現行

の教育目標が社会潮流に適ったものとなっているかなど、その整合性について適宜検

証を加え、大学運営に反映してゆくことが肝要である。特に、学園の総合力を発揚す

るうえで、本学と滋賀学園中学・高等学校との有機的連携を深めていかなければなら

ない。 

さまざまな問題点や改善点については、理事長、学長、事務局長による「三役会議」

での基本的な対応方針をもとに、教職員がこれらの検討内容を共有して、議論の輪を

広げるとともに、段階的に是正を図ることとしている。また、これら改革内容の進展

状況を勘案しながら、本学ホームページ等で開示し、学内外の関係者への周知に努め、

外部からの声を尊重し、真摯に対応していくことが必要である。 

 

 

 

1－2 使命・目的及び教育目的の反映 

1-2-① 役員、教職員の理解と支持 

1-2-② 学内外への周知 

1-2-③ 中長期的な計画への反映 

1-2-④ 三つのポリシーへの反映 

1-2-⑤ 教育研究組織の構成との整合性 

 

（1）1－2 の自己判定 

基準項目 1－2 を満たしている。 

 

（2）1－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

1-2-① 役員、教職員の理解と支持 

【事実の説明】 

平成元（1989）年度の短期大学開設準備作業においては、主として学長予定者

と大学開設準備室が中心となって学園の建学精神を範とした本学の使命・目的な

どの方向付けを行ってきたが、この調書作成過程においては全教職員が議論に参

画しており、大学の使命・目的などについては十分なる理解と支持が得られる結

論が導き出されている。開学後においては、各媒体（印刷物やメール、WEB シス

テム等）を活用して、教育目的等の啓発・周知と情報の共有に努めている。  

また、役員に対しては、年度初めの理事会と評議員会において、学長から教学

内容の説明に併せて本学の使命・教育目的の取り組み方針について報告するとと

もに、当該年度の最後の理事会においても、次年度の事業計画や予算など大学運

営全般についての説明のなかで、教育目的の達成状況について総括しており、十
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分な理解と承認が得られているものと認識している。 

この他、学則をはじめとする基本的な規程の改廃や地元自治体、各種団体との

連携、交流活動について、教授会での議論を踏まえて、理事会と評議員会の承認

を得ており、この点についても、役員と教職員の理解と支持が得られている。【資

料 1-2-1】 

 

【自己評価】 

建学の精神等で示された使命や目的については、大学設置申請の事務手続など

を通じて役員及び教職員の理解が深められており、また、「大学案内」「学生募集

要項」「学則」や「学生ハンドブック」等の印刷物やホームページのポータルサイ

トにより、学内外への啓発を図っている。 

 

＜エビデンス集 （資料編）＞ 

【資料 1-2-1】平成 29（2017）年度 理事会/評議員会 次第 【資料 F-10】より 

 

1-2-② 学内外への周知 

【事実の説明】 

学内外への広報については、周知対象を大きく受験生・保護者と社会一般、新入

生を含む在学生及び卒業生と産業界といった 3 つの分野に大別し、対象ごとに広報

内容にメリハリをつけ、啓発と周知に努めている。 

先ず、受験生・保護者と社会人一般に対しては「大学案内」「紫野（広報誌）」「本

学ホームページ」などの印刷物と電子媒体を通して周知を図っている。【資料 1-2-2】

【資料 1-2-3】【資料 1-2-4】 

また、新入生には受験前の「オープンキャンパスでの説明会」「大学案内」、入学

後の「入学式での学長の式辞」「新入生オリエンテーション」「学生ハンドブック（学

則）」「シラバス」「本学ホームページ」等さまざまな機会や印刷物等を通して、本学

の教育理念の説明と併せて〈1-2-③のイ〉に示される 3 つのポリシーの啓発に努め

ている。 

さらに、在学生については、進級時のオリエンテーションのほか、「リテラシー入

門」「キャリアデザイン」等の講義を通して、本学の教育理念・目標について適切に

説明している。【資料 1-2-5】【資料 1-2-6】【資料 1-2-7】【資料 1-2-8】【資料 1-2-9】 

この他、一般社会や卒業生、産業界への周知広報については、「就職用パンフレッ

ト類」「紫野（広報誌）」「紫茜（同窓会誌）」「本学のホームページ」などを通し各方

面への啓発に努めている。【資料 1-2-10】【資料 1-2-11】 

 

【自己評価】 

建学の精神（理念）、使命・目的及び教育目的などは、さまざまな媒体（「大学案

内」「シラバス」「学生ハンドブック」「広報誌」「大学パンフレット」「大学ホームペ

ージ」等）を通して学内外に周知されているものと判断している。 
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＜エビデンス集 （資料編）＞ 

【資料 1-2-2】 2018 大学案内     【資料 F-2】より 

【資料 1-2-3】 ホームページ https://www.biwakogakuin.ac.jp/ 

【資料 1-2-4】 平成 29（2017）年度 紫野（広報誌）  

【資料 1-2-5】 平成 29（2017）年度 入学式での学長式辞 

【資料 1-2-6】 平成 29（2017）年度 新入生オリエンテーション 実施要項 

【資料 1-2-7】基本理念と教育目的  2017 学生ハンドブック（p.6） 【資料 F-5】より 

【資料 1-2-8】「リテラシー入門」シラバス  2017 シラバス 【資料 F-5】より 

【資料 1-2-9】「キャリアデザインⅠ，Ⅱ」シラバス 2017 シラバス 【資料 F-5】より 

【資料 1-2-10】平成 29（2017）年度 企業向けパンフレット  

【資料 1-2-11】平成 29（2017）年度 紫茜（同窓会誌） 

 

1-2-③ 中長期的な計画への反映 

本学の教育・学術を展開するにあたり、建学理念と教育目的の根幹ともいえる『地

域に貢献する人材の育成』を確たるベースにしながら、社会・産業界の質的な変化

や社会システム、生活スタイルの変容など社会・経済・文化の流れにしなやかに順

応し、地域の一員として力強く生きる資質の養成を最重視しなければならない。 

こうした観点にたって、平成 26（2014）年度において策定した中期経営計画に

は、組織再編検討プロジェクト等の検討結果や地域連携を締結している近郊の市町、

高大連携校等の情報などを多面的に反映させている。また、これらから得られた知

識・情報については、「3 つの方針」に活かしている。【資料 1-2-12】 

次年度は、本学の中長期計画の最終年度のため、その見直しに取り掛かる。 

 

1-2-④ 三つのポリシーへの反映 

本学では、建学の精神のもと本学の使命・目的及び教育目的を実現するために次

の 3 つのポリシー（アドミッションポリシー、カリキュラムポリシー及びディプロ

マポリシー）を定め、教育体制と教育内容の整備に努める一方、こうした取り組み

を広く学内外への周知に努めている。 

○アドミッションポリシー 
児童学コース 

・ 子どもへの深い愛情を持ち、幼児教育に情熱を有する人 

・ 保育士や幼稚園教諭等の幼児教育について、専門的に研究したいと思う人 

・ 子どもを取り巻く諸問題を真剣に受け止め、保育・教育現場で自ら問題解

決に取り組もうとする人 

介護福祉コース 

・ 高齢者・障がい者福祉学について興味があり、専門職としての学識と職能

を得たい人 

・ 高齢者・障がい者福祉学について、専門的に研究したいと思う人 

・ 高齢者や障がい者を取り巻く諸問題を真剣に受け止め、福祉の現場で自ら

問題解決に取り組もうとする人 
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キャリアデザインコース 

・ 家庭、職場、地域社会における人々のくらしについて興味があり、それぞ

れにおけるくらしをより豊かなものとするための学識と職能を得たい人 

・ 地域政策学､情報学､生活科学について､専門的に研究したいと思う人 

・ 家庭、職場、地域社会における人々のくらしを取り巻く諸問題を真剣に受

け止め、それぞれの現場で自ら問題解決に取り組もうとする人 

 

○カリキュラムポリシー 

児童学コース 

少子高齢化、核家族化が進行する社会において、子ども（修学前児童）の成

長と教育を理解し、子どもの育ちと学びを支えることができるために、子ども

の発達と保育・教育にかかわる分野の教育・研究を行う。 

 

介護福祉コース 

高齢化、長寿化が進行する社会において、介護の知識、技能を習得し、介護

を必要とする人が、その人らしい生活を送れるよう支えることが出来るための

教育・研究を行う。 

 

キャリアデザインコース 

自身や周囲の人々の家庭生活、職場や地域での活動をより豊かで健全なも

のとすることが出来るよう、居住環境、情報活用、企業活動、地域政策にか

かわる分野の教育・研究を行う。 

 

○ディプロマポリシー 

1. 家庭、職場、地域社会など広範囲な生活領域で、創造的に対応しうる意志と素養

を有している。 

2. 新しい生活スタイルの創造や、優れた職業人になるための情熱と倫理観を持ち、

高い決断力と深い探求心を備えている。 

3. 自己の学習課題を明確にし、課題解決のための継続的な研鑽ができる。 

4. 人間関係を豊かに育てることができる“人間味”を備え、社会の一員として適切

な行動ができる。 

5. 日常生活における諸問題を解決するための能力、具体的方策や技能を修得し、地

域活動や仕事を通して他人を支援することができる。 

【自己評価】 

上記の 3 つのポリシーのもとで、本学の建学の精神『地域に貢献する人材の育成』

に沿った教育体制・教学内容を整備している。なお、これらのポリシーについては、

近年大学等を取り巻く環境が大きく変化しつつあることに鑑み、適宜見直しを加え、

社会変容に順応していく必要がある。 
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＜エビデンス集 （資料編）＞ 

【資料 1-2-12】学校法人滋賀学園「中期経営計画」 【資料 1-1-14】に同じ 

 

1-2-⑤ 教育研究組織の構成との整合性  

【事実の説明】 

本学のライフデザイン学科では、平成 26（2014）年度から、それまでの 5 コー

ス制から 3 コース制に編成を変更している。そして、平成 29（2017）年度からは

「児童学コース」が新設され、「介護福祉士養成コース」は「介護福祉コース」へ名

称変更し、「地域政策コース」と「ライフデザインコース」が統合され「キャリアデ

ザインコース」に改組された。 

「介護福祉士養成コース」および「介護福祉コース」は、介護の職種への希望者

が減少し、県内の大学や短期大学が介護福祉分野の育成過程を縮小、閉鎖するなか、

地域の介護部門の人材不足に対し、その供給に資するため、従来通りの育成を継続

するため、その課程を存続させている。 

「ライフデザインコース」は、それまで情報、建築・インテリア、キャリアデザ

イン分野の専門的知識、技能を修得することを目的としていたそれぞれのコースを

統合する形で設置したものである。これは、実際の就職先のニーズや地域性および

短期大学での学修期間を考慮し、幅広い分野にわたって基礎的な知識、技能を持ち、

かつ豊かな社会性を備えた人材育成をめざし、教養教育を軸にカリキュラムを構成

している。 

「地域政策コース」は、「ライフデザインコース」よりさらに専門的に地域社会と

の関わりを活かすことのできる人材育成を目的としており、地方公務員や団体職員、

NPO 等、地方自治や地域振興に関わる職域を目指す学生を中心に募集している。 

「児童学コース」は、地域の幼児教育分野の人材不足に対し、その供給に資する

ため、地域に不足している保育士や幼稚園教諭の育成に取り組んでいる。 

「キャリアデザインコース」は、「地域政策コース」と「ライフデザインコース」

の流れを活かし、地域社会に関連する課題の提起・解決に対する学びと幅広い情報・

ビジネス関連資格の取得を目指し、将来的には地域に貢献できるより高い資質を備

えた社会人として市役所などの公務員や地元企業への就職を目指している学生を中

心に募集している。 

ライフデザイン学科の「コース会議」は、各コースの専任教員によりコースごと

で構成され、教学上の課題調整はそれぞれの「コース会議」での審議をもとに、「学

科会議」で総合調整が図られている。この学科会議は、学科に在籍する助教以上の

教員で構成され、学科目標の検証と達成シナリオ、学生動態の共通理解など、教育・

研究、運営に関する様々な事項の審議や学科特性を生かした教育に関する企画立案

などで機能している。 

コース会議及び学科会議で審議された事項について、横断的、総合的に調整・審

議する機関として、「教授会」が組織されている。本学の教授会は、学科が単一であ

ることから、学長、学科長、教授、准教授、講師の全専任教員で構成し、教学面の



びわこ学院大学短期大学部 

14 

要望等が迅速かつ効果的に対処できるよう事務局から総務課員が参加している。定

例教授会は月 1 回、第 4 水曜日に開催し、それ以外にも学長または構成員の過半数

からの要請により臨時の教授会を開催することができることとしている。【資料

1-2-13】 

なお、上記教授会で審議する事案をあらかじめ検討、調整するとともに、びわこ

学院大学ならびにびわこ学院大学短期大学部を横断的に包括し、当面する諸課題を

協議する組織として「企画運営会議」を置いている。構成メンバーは、学長、学部

長（大学のみ）、学科長、教務部長、学生部長、入学部長、図書館長、入学センター

長、進路・就職支援センター長、実習・実践支援センター長、外部連携研究センタ

ー長、及び学長が推薦する教員の他、事務部門からは事務局長、総務課長が参加し、

学長が主宰する。会議は月 1 回（毎月第 1 水曜日）を定例会議とし、学長の意向に

より、臨時に開催することがある。【資料 1-2-14】 

このほかに、教授会の下部組織として、専門的事項を審議、起案、実行すること

を目的として、18 の委員会が組織され、役職により出席する規定委員と学科が推薦

する委嘱委員で構成されている。 

また、学生の多様な技能習得や活動を支える機関として、4 つの独立したセンタ

ー（入学センター、実習・実践支援センター、進路・就職支援センター、外部連携

研究センター）を併設しており、学生の学修と並行して、単位取得とは関わりなく

学生が主体的に学究する教育環境を整えている。【資料 1-2-15】【資料 1-2-16】【資

料 1-2-17】【資料 1-2-18】 

この他、本学が地域に貢献する人材育成を教育理念としていることに鑑み、学生

が入学時から、地域住民との交流などを通して、卒業後に地域活動に自主的に参加

し、指導的役割を担うよう意識付けを行っている。これらの取り組みは、「［図 1-2-1］

びわこ学院大学短期大学部組織機構図」で示す体制の下に適正に執行されている。 

本学における意思決定プロセスは、コース会議から学科会議で一定の方向付けを

行い、関係委員会で協議の後、企画運営会議での横断的かつ総合的な調整を経て、

教授会において審議・決定される。なお、人事や財政に係わる事案については理事

会の承認が必要となる。 

 

【自己評価】 

本学の使命・目的及び教育目的を戦略的に遂行するための「大学の 3 つの方針」

をもとに、全学的に推進する教育研究及び管理運営の体制が整備されていることか

ら、機能性が発揮できているものと認識している。 

 

＜エビデンス集 （資料編）＞ 

【資料 1-2-13】びわこ学院大学短期大学部 教授会規程（学校法人滋賀学園規程集 3-14） 

【資料 1-2-14】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 企画運営会議規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-8） 

【資料 1-2-15】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 入学センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-9） 
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【資料 1-2-16】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 実習・実践支援センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-14） 

【資料 1-2-17】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 進路・就職支援センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-11） 

【資料 1-2-18】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 外部連携研究センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-13） 

 

 

［図 1-2-1］ びわこ学院大学短期大学部 組織機構図 

 

（3）1－2 の改善・向上方策（将来計画） 

近年、大学運営は先行きが見通せない試練の時を迎えている。とりわけ、少子化

の進行に伴う大学志望者の減少は、熾烈な学生確保や大学の大衆化による学力低下、

さらには科学技術やグローバル化の進展が相俟って、これまでの延長線上にはない

斬新な取り組みが求められるようになっている。 

幹線交通から距離をおく本学の地理的条件や、単科大学として学問領域が限定さ

れることなどの負の側面をしっかりと直視し、これらの課題を適確に克服していく

ための不断の見直しは、本学の持続的発展にとって最も重要な事項である。 

こうした現状認識のもとに、学生が意欲的に学べる環境づくり、例えば、体験型

の教育やキャリア教育など学生が学びの目的を自得するための仕掛け、即ち、新た

な教育システムや教育手法を取り入れていくことにより、教学の質的向上はもとよ
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り、学生がめざす職業人育成の土壌として機能することが期待できる。 

また、地方における顕著な少子高齢化の進行に対応するため、幼児教育の指導者

を育成する、児童学コースの運営にも取り組んでいく。 

 

［基準 1 の自己評価］ 

本学は開学以来、「地域に貢献する人材の育成」を教育理念とし、これを具現化するた

めの教育条件や研究体制の整備を図ってきた。ライフデザイン学科は、人間を理解し、

円滑なコミュニケーションを身につけ、地域に生きる社会人の育成を最終目的としてい

ることに鑑み、コースごとに実践と座学を組み合わせた独創的な教育課程を基本とした

3 つのポリシーを策定し、教学内容の深化と学生の学業への目的意識の涵養など一定の

成果を上げている。しかしながら、世の中の変化はそれを大きく上回り、本学の存在価

値を内外にアピールすることが大変難しくなってきている。学生確保に向けての効果的

な情報発信と資格取得を含め、地域から求められる人材となるための学修に、なお一層

力を入れ教育力の質的向上を図っていくべきであると考えている。 
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基準 2．学生 

2－1 学生の受入れ 

2-1-① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 

2-1-② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証 

2-1-③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 

 

（1）2－1 の自己判定 

基準項目 2－1 を満たしている。 

 

（2）2－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-1-① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 

【事実の説明】 

平成 29（2017）年度の入試業務（平成 30 年度入試）は、平成 29（2017）年度

におけるライフデザイン学科のコース改編により設置された 3 コース（児童学コー

ス、介護福祉コース、キャリアデザインコース）に対して実施された。 

本学の入学者の受け入れについては、複雑かつ多様化する現代社会において、よ

り豊かに生きるために必要とする広範な知識と思考方法を修得し、地域社会に貢献

しようとする学生を求め、以下に示す各コースのアドミッションポリシーに基づき

実施している。 

 

児童学コース 

・ 子どもへの深い愛情を持ち、幼児教育に情熱を有する人 

・ 保育士や幼稚園教諭等の幼児教育について、専門的に研究したいと思う人 

・ 子どもを取り巻く諸問題を真剣に受け止め、保育・教育現場で自ら問題解

決に取り組もうとする人 

 

介護福祉コース 

・ 高齢者・障がい者福祉学について興味があり、専門職としての学識と職能

を得たい人 

・ 高齢者・障がい者福祉学について、専門的に研究したいと思う人 

・ 高齢者や障がい者を取り巻く諸問題を真剣に受け止め、福祉の現場で自ら

問題解決に取り組もうとする人 

 

キャリアデザインコース 

・ 家庭、職場、地域社会における人々のくらしについて興味があり、それぞ

れにおけるくらしをより豊かなものとするための学識と職能を得たい人 

・ 地域政策学､情報学､生活科学について､専門的に研究したいと思う人 

・ 家庭、職場、地域社会における人々のくらしを取り巻く諸問題を真剣に受

け止め、それぞれの現場で自ら問題解決に取り組もうとする人 
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この内容については、「大学案内」「学生募集要項」「本学ホームページ」等に明示

するとともに、学科の受け入れ方針とあわせて、高校教員対象入試説明会、オープ

ンキャンパス、高大連携講座、高等学校訪問（進路指導担当者への説明や進学ガイ

ダンスへの参加）等さまざまな機会を通して詳細に説明している。また、こうした

対面的な働きかけと並行してフェイスブック等のソーシャルネットワークシステム

等を活用して、潜在的な志願者の開拓を行っている。 

平成 29（2017）年度は、前年度と同様に年 9 回開催したオープンキャンパスに

おいて、学科の教育目標やカリキュラムの説明、体験授業、個別相談、卒業生トー

クショーなどを前後半の 2 部制で実施した。今年度の新たな取り組みとしては、児

童学コースの新設に伴う参加者増加を予想し、幼児教育分野における体験授業の回

数を増やしたことと、学生自身による「学生活紹介」をひとつのイベントとして設

定し、学生目線による本学の紹介・周知を行い本学のイメージをより定着化しやす

いように図るなどのオープンキャンパスの魅力化向上に努めた。この他、高等学校

の要請による高大連携講座や高等学校生徒（1、2 年生含む）のキャンパス見学会な

どの高等学校や生徒達を対象とした多様なチャンネルを通してアドミッションポリ

シーを念頭においた大学の受入れ方針の説明と周知に努めている。【資料 2-1-1】～

【資料 2-1-9】 

 

【自己評価】 

以上より、本学においては、アドミッションポリシーが明確に公表・周知されて

いると判断できる。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞  

【資料 2-1-1】びわこ学院大学短期大学部 平成 30 年度学生募集要項 

【資料 2-1-2】オープンキャンパス参加状況 

【資料 2-1-3】高校教員対象 平成 29（2017）年度入試説明会 実施要項 

【資料 2-1-4】オープンキャンパス 2017（チラシ） 

【資料 2-1-5】平成 29（2017）年度 滋賀県立高等学校生徒を対象とする大学連続講座 

【資料 2-1-6】平成 29（2017）年度 滋賀県高校訪問記録、高校訪問記録（県外） 

【資料 2-1-7】平成 29（2017）年度 キャンパス見学会日程表 

【資料 2-1-8】2017 大学案内 

【資料 2-1-9】ホームページ https://www.biwakogakuin.ac.jp/juken/nyuushi_tandai 

（入試情報） 

 

2-1-② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証 

【事実の説明】 

本学では、学生募集要項にアドミッションポリシーを記載し、その周知・徹底を

はかっている。それは、本学ライフデザイン学科が目指す「学芸を教授・研究する

とともに、複雑かつ多様化する現代社会において、より豊かに生きるために必要と

する広範な知識と思考方法を修得させ、日常に起こる諸問題を合理的かつ科学的に
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解決することのできる教養豊かで、円満な人格をもつ人物の育成」といった教育目

的を深く理解し、学修への高い意欲や良好な人間関係の構築を志向する学生の確保

を念頭においたからである。そして、本学の入学者選抜は、「入学者選抜規程」及び

「入学センター規程」に基づき適正かつ公正な体制のもとで実施しており、業務の

総括は、規程に定める入学者選抜の実施体制（入学試験の組織体制）における入学

試験実施本部がこれを行っている。【資料 2-1-10】～【資料 2-1-12】 

なお、入学試験実施本部の所掌する入学試験の種別は以下の通りである。【資料

2-1-10】 

 

AO 入試 
自己 PR 書に基づく本学教員との個人面談試験により合否

を判定する。なお、受験にあたり事前説明を課している。 

推薦入試 

（公募制度） 

小論文または 1科目受験 1)のいずれかと本学教員との集団で

の面接試験と書類審査により合否を判定する。 

推薦入試 

（指定校制度） 

本学教員との集団での面接試験と書類審査により合否を判

定する。 

推薦入試 

（自己推薦制度） 

小論文、本学教員との個人面接試験と書類審査により合否を

判定する。 

一般入試 1 科目受験 2)と書類審査により合否を判定する。 

大学入試センター 

試験利用入試 

大学入試センター試験の対象科目の成績により合否を判定

する。 

社会人入試 
小論文、本学教員との個人面接試験と書類審査により合否を

判定する。 

外国人留学生入試 本学教員による口頭試問と書類審査により合否を判定する。 

1)…国語の基礎問題   2)…国語総合（近代以降の文章） 

 

本学では、入学者の選抜方法を多様化することで、受験者の入試種別の選択肢を

広げるとともに、多様な学生を幅広く受け入れることに努めている。特に AO 入試

に関しては、オープンキャンパス等での事前説明をエントリー要件として課してお

り、その事前説明では、必ずライフデザイン学科のアドミッションポリシーを説明

し、アドミッションポリシーに沿った入学生受け入れ実施の徹底を図り、入学後の

ミスマッチを防ぐ工夫をしている。また、平成 29（2017）年度からの入試では自

己推薦入試を年内（12 月）に実施し、早い時期に入試種別の選択肢を広げ、多様な

受験者の受け入れにも対応している。これらのことから、本学では、アドミッショ

ンポリシーに沿った多様な入学者の幅広い受け入れ実施がなされていると検証され

る。【資料 2-1-1】【資料 2-1-13】 

なお、入学者選抜の実施方針、入試詳細、学生募集要項に関する事項等について

は、入学センター企画運営委員会での協議の後、本学教授会の審議を経ることにな

っている。また、入学試験問題については、入試問題作成委員会から問題作成を委

嘱された本学教員による各教科の入試問題作成チームによって作成され、入学試験
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実施委員会の管理・運営のもとで採点が行われる。その際、出題者間で複数回のチ

ェックを行うなど、採点ミスの発生防止に努めている。なお、合否判定にあたって

は、入試判定委員会による一次案をもとに本学教授会での審議を経て、合格者を決

定している。【資料 2-1-12】 

また、本学では、入学予定者が入学試験合格後も学習を継続し、入学後の専門教

育カリキュラムに不安なく取り組むことができるよう入学前学習を実施している。

その学習対象は、AO 入試、指定校制推薦入試及び公募制推薦入試（前期・後期）、

自己推薦入試の合格者であり、その内容について、児童学コースでは、必須課題と

してコメントノートの作成（記事数 30 件以上）及び感想文（1000 字～1200 文字

程度）を課しており、推奨課題としては福祉関連のボランティア活動とピアノの練

習を推奨している。また、キャリアデザインコースでは、次の 3 つの課題①一般常

識や SPI の基礎的な問題集、課題②新聞記事スクラップノートの作成（記事数 30

件以上）、課題③情報に関連する検定試験受験の推奨である。そして、介護福祉コー

スにおいては、必須課題としてコメントノートの作成（記事数 30 件以上）及び感

想文（1000 字以上）を課しており、推奨課題としては福祉関連のボランティア活動

を推奨している。【資料 2-1-14】 

 

【自己評価】 

以上より、本学においては、アドミッションポリシーに沿って、入学者選抜を公

正かつ妥当な方法により、適切な体制のもとに運用していると判断できる。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞ 

【資料 2-1-10】びわこ学院大学短期大学部 入学者選抜規程 

（学校法人滋賀学園規程集 3-40） 

【資料 2-1-11】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 入学センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-09） 

【資料 2-1-12】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 

入学試験の組織体制図 （平成 29(2017)年度入試） 

【資料 2-1-13】びわこ学院大学短期大学部 平成 29(2017)年度 AO 入試のご案内 

【資料 2-1-14】入学前学習関連資料（配付資料） 

 

2-1-③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 

【事実の説明】 

本学は、入学定員及び収容定員に見合った適切な教育環境の維持、確保を念頭に、

在籍学生の安定的確保に向けて、入学センターを中心に全学挙げての精力的な取り

組みを進めてきた。しかしながら、ここ数年における本学の入学者数の動向は、総

じて入学定員に対して未充足の傾向にあったが、今年度は、その全学挙げての取り

組みやライフデザイン学科のコース改編などの効果が表れ、ライフデザイン学科の

入学定員が 80 名のところ 88 名の入学（予定）者があり、入学定員の充足率は 110%

となった。 
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そして、平成 30（2018）年度における本学の在籍者数は、前年度の入学定員の

未充足や退学者数の影響はあるが、今年度の入学（予定）者数を加えて 155 人とな

り、その結果、本学の収容定員に対する充足率は 96.9%となり、本学の収容定員を

ほぼ満たす結果となった。しかしながら、完全な定員充足には至っていないので、

今後の課題は、本学の入学定員の確保継続と収容定員の充足である。【資料 2-1-15】  

 

【自己評価】 

以上より、本学では、少人数教育という教育環境の確保しつつ、適切な学生受入

れ数の維持がなされていると評価している。今後は、入学定員の確保継続および収

容定員の更なる充足が課題である。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞  

【資料 2-1-15】入学者数、定員充足率 推移（過去 5 年） 

 

（3）2－1 の改善・向上方策（将来計画） 

今年度は、入学定員 80 名を確保したが、その要因のひとつは、ライフデザイン学

科のコース改編が社会や地域のニーズに合った結果ではないかと見なせる。特に、児

童学コースの新設は、地域の保育士不足解消や女性の働きやすい環境の提供とともに、

若い人々の幼児教育への関心の向上にもつながるので、今後も児童学コースの学生確

保に努めていきたい。 

更に、今年度の入試における入学（予定）者数の増加につながった要因を調査する

ため、今年度の入学生に対して、個別面談時に本学の入試についての聞き取りを実施

した。その結果、入学生からは、ライフデザイン学科の教育方針や教育内容によって

入学を決めた学生もいれば、親類縁者・学校の先輩などが本学出身というのもあった。

また、インターネット検索で本学を知ったという学生もいたが、それらの多くの学生

にほぼ共通していえるのが、一回は本学のオープンキャンパスに参加している傾向が

高いことである。これは、本学のオープンキャンパスの魅力がライフデザイン学科の

入学定員の確保につながる可能性を伺わせる。そのため、平成 30（2018）年度のオ

ープンキャンパスは、更なる魅力化向上につながるようなイベントなどを考えていき

たい。 

平成 29（2017）年度の入試業務（平成 30 年度入試）は、「びわこ学院大学短期大

学部 入学者選抜規程」および「びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 入学セ

ンター規程」に定める入学センター企画運営委員会で審議し、教授会での決定を経て、

入学試験実施本部がこれを行った。その結果、入学試験実施に係る組織体制がより明

確で公正に機能したので、次年度もこの組織体制の維持と更なる入試業務のスムーズ

化に努める。 

今後の 18 歳人口の動向や受験志望分野の多様化が進むなか、「入学検定料フリーパ

ス制度」や「ファミリー優遇制度」といった優遇制度に加えて、「資格取得奨励金」及

び「公務員奨励金」等という本学独自の奨励金制度を充実させることにより、優秀な

人材の確保に努める。 
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また、本学ライフデザイン学科は、平成 29（2017）年 4 月から始まった 3 コース

の魅力を高校訪問、高大連携講座、オープンキャンパス、大学のホームページ等を通

して広くアピールし、学科及び各コースの教育方針等を十分に浸透させていくことに

加え、資料請求者等の「積極的接触者」へのアプローチを強化し、学生募集における

効果を高めていきたい。そして、若者の介護離れが大きな社会問題化している現在の

介護福祉コースの入学者確保のために、高等学校での福祉関連の出前授業等を積極的

に受け入れるとともに、福祉施設で働く多くの卒業生には、施設見学や体験授業で施

設を訪れた高等学校の学生達に本学介護福祉コースの魅力を語り伝えてもらい、本学

のオープンキャンパスへの参加学生数を増やし、入学者数の確保につなげていきたい。 

以上の通り学生の受入れについては、これまでアドミッションポリシーに沿って入

試制度や試験内容等について見直しや改善を図り、一定定着しつつある。しかしなが

ら、全国的には入学試験制度のあり方が議論されている時期でもあることから、これ

らの推移を見守りながら本学独自の体制整備に向けて、研鑽を深めていきたい。 

 

 

 

2－2 学修支援 

2-2-① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備 

2-2-② TA(Teaching Assistant)等の活用をはじめとする学修支援の充実 

 

（1）2－2 の自己判定 

基準項目 2－2 を満たしている。 

 

（2）2－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-2-① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備 

【事実の説明】 

ア 教職協働 

教員と職員の協働体制として、学科会議以外の各種委員会すべてに、正規の構成

員として職員が入っている。参加した職員は、教員と共に意見をのべており、議決

にも参加している。【資料 2-2-1】 

入学時には、アドミッション・ポリシー及びディプロマ・ポリシーの説明と履修

指導、各年度開始時の履修指導を、教員と職員が協力して行っている。【資料 2-2-2】

【資料 2-2-3】 

なかでも FD 活動の中心となる FD 委員会は、大学・短期大学部の各学科より選

出された教員と大学の学部長、短期大学部の学科長、職員の教務課長の 8 人で構成

されており、定型業務と新規企画の実施などを担当している。【資料 2-2-1】 

各教員の授業の進め方は多様であるが、生きた授業を参観しあうことにより、教

員相互の交流をはかり、「教育力」を向上させるため、教員相互の授業参観アンケー

トを行っている。参観対象者は、特に事由のない専任教員とし、非常勤教員にも協

力を求めている。教員は自由に授業を参観して「授業参観アンケート」に記入し、
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FD 委員会へ提出する。FD 委員会は内容を集約し、選任教員へメール配信している。

【資料 2-2-4】 

イ 学習支援と授業支援 

短期大学部ライフデザイン学科では、1 年時 4 月のオリエンテーションの時間を

利用して、新入生全員を対象に「大学生基礎力調査」を、業者の協力を得て行って

いる。4 月下旬に結果が報告され、フォローアップガイダンスが実施される。それ

をもとに、1 年クラスの担任教員が、学生と個別面談して学生指導を行っている。

【資料 2-2-6】 

また、履修結果などを学生自身が記録する「学修の記録」をもとに、1 年クラス

及び 2 年ゼミの担当教員が学生指導を行って、学修支援や授業支援の充実に努めて

いる。「学修の記録」は、1 年次の基礎演習の時間に作成と利用方法を説明している。

原則として個別面談において記述内容を確認している。【資料 2-2-6】 

このほか、キャリアデザインコース[地域政策コース、ライフデザインコース]で

は、公務員受験、情報産業、インテリア関係への就職を念頭に、クラス及びゼミ教

員が学生指導を行っている。正規のカリキュラムとは別に、公務員受験対策（東京

アカデミー）による講座や、情報関係の資格取得講座を設置して、学生の便宜を図

っている。【資料 2-2-7】 

介護福祉コース[介護福祉士養成コース]では、平成 21 年度に改定された厚生労働

省の介護福祉士養成課程をふまえて、国家試験の合格をめざして、クラス及びゼミ

担当教員が学生指導を行っている。 

児童学コースでは、幼稚園教諭免許と保育士資格の取得をめざして、クラス及び

ゼミ担当教員が学生指導を行っており、正規のカリキュラムとは別に、教員による

採用試験対策講座やピアノのスキルアップ講座も実施している。 

ウ オフィスアワー 

短期大学部ライフデザイン学科では、学生が授業以外に教員の研究室を訪ねて、

自由に質問できるオフィスアワーを設けている。各教員のオフィスアワーは、それ

ぞれ開催曜日と時間の一覧を、年度はじめに掲示板で案内している。 

また、前述のクラスやゼミにおける「学修の記録」を利用した面談指導も、オフ

ィスアワー的な意味をもっている。【資料 2-2-8】 

エ 職員による授業支援 

職員による視聴覚機器、教育機器の維持管理についての説明を実施している。ま

た、公務員受験対策（東京アカデミー）の授業のフォローアップ講座を進路･就職支

援センターの職員が実施しており、理解が困難な学生に便宜をはかっている。 

オ 中途退学者及び休学者への対応 

進路志望の変更や学力不足による修学意欲の低下、あるいは心のトラブルを抱え

る学生の増加により、退学者ならびに休学者への対策が喫緊の課題となっている。 

そのため、1 年クラスや 2 年ゼミにおいて、進路や修学状況を念頭に置いた指導

と情報収集につとめている。得られた情報は、ライフデザイン学科の学科会議で共

有し、学科全体で対象学生への声掛けなどによる学修支援につとめている。【表 2-2-1】 

また、不登校の傾向にある学生には、担任教員が本人や保護者へ連絡をとり、単
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位取得の状況等を説明して、可能である場合は登校をうながしている。 

退学や休学を希望する学生には、クラス及びゼミ担当の教員が、保護者に連絡を

とり、学生だけの自由意志による決定ではないことを確認したうえで、手続きが進

められる。これにより、各ゼミによる対応の均質化を図っている。 

近年は、経済的理由で不登校になる学生も見受けられるので、経済的支援を必要

とする学生については、1 年時 4 月のオリエンテーションで職員が日本学生支援機

構（JASSO）奨学金の利用を紹介するほか、学外の奨学金の情報も随時掲示して、

対象学生の便宜を図っている。【資料 2-2-9】 

このほか、将来に向けて資格の取得を目指す学生を支援するため、本学が推奨す

る資格を取得した学生に奨励金を給付する「資格取得奨励金制度」を設けている。

【資料 2-2-10】 

 

2-2-② TA(Teaching Assistant)等の活用をはじめとする学修支援の充実 

 ア 学習支援の充実 

学修支援において、特別に配慮が必要な学生を支援するために、「修学特別支援室

運営会議」を設けている。大学・短期大学部の各学科より選出された教員と、大学

の学部長、教務部長、学生部長、学科長、短期大学部の学科長、教務部長、入学部

長、進路・就職支援センター職員など 16 人で構成され、特別に配慮が必要な学生

の情報を集約し、学生本人に必要の有無を確認したうえで関係教員に対し、対象学

生への配慮を求め、経過の報告を受けている。【資料 2-2-1】 

また TA による授業支援は、短期大学部ライフデザイン学科では行っていないが、

介護福祉コースでは、平成 25（2013）年度から、卒業生をアシスタントとして採

用し、授業支援の充実に努めている。（生活支援技術演習） 

 このほか、ポータルサイトや情報機器など、IT 環境を整えており、1 年時 4 月の

オリエンテーションの時間を利用して、新入生全員を対象に利用方法を、職員が説

明し、便宜を図っている。 

イ 学生意見のくみ上げ 

 授業の内容については、全科目において、授業改善のためのアンケートを実施し

ている。アンケートは、各教員自身が、5 回目の授業を目安に実施し、授業内容や

方法の改善のため利用している。また、受講学生が 10 人以上の科目について、学

生による授業評価のアンケートを実施している。結果は集計され、教員にフィード

バックされるほか、大学ポータルサイトに掲示して、全学生が閲覧できるようにし

ている。【資料 2-2-11】【資料 2-2-12】また卒業時にも、短期大学部における学生成

果満足度のアンケートを実施している。【資料 2-2-13】 

 

【自己評価】 

本学では、学生への学修支援にあたり、教員と職員の協働を進め、多様な場面に

おいて学修支援及び授業支援の充実に努めている。  

 

<エビデンス集 （表）> 
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【表 2-2-1】 過去 3 年分の中途退学理由の経年変化 

 

＜エビデンス集 （資料編）＞ 

【資料 2-2-1】平成 29（2017）年度 教授会・各委員会体制及び開催日程 

【資料 2-2-2】平成 29（2017）年度 新入生オリエンテーション 実施要項 

【資料 2-2-3】平成 29（2017）年度 在学生オリエンテーション 実施要項 

【資料 2-2-4】授業参観アンケート書式、記入例、公開例 

【資料 2-2-5】ベネッセ「大学生基礎力レポート」 

【資料 2-2-6】学修の記録 

【資料 2-2-7】公務員受験講座（東京アカデミー）資料 

【資料 2-2-8】オフィスアワー曜日・時間の掲示内容 

【資料 2-2-9】学生ハンドブック pp128-129 

【資料 2-2-10】2017 年度びわこ学院大学短期大学部キャンパスガイド pp65-66 

【資料 2-2-11】授業改善アンケート書式 

【資料 2-2-12】授業評価アンケート関係資料 

【資料 2-2-13】卒業アンケート書式 

 

（3）2－2 の改善・向上方策（将来計画） 

短期大学部ライフデザイン学科では、キャリアデザインコースにおける高度な情報

処理技術の養成や、介護福祉コースの介護技術の養成、児童学コースの保育技術の養

成のため、TA または SA の予算化と、効果的な導入を検討していく。 

また、魅力ある短期大学部ライフデザイン学科とするために、キャリアデザインコ

ースでは、正規の授業以外に、インテリアコーディネーター資格の取得をめざす講座

の設置を予定している。介護福祉コースでは、住環境福祉コーディネーター資格の取

得を目指す講座の設置を予定している。児童学コースでは、既存の対策講座（採用試

験対策、ピアノのスキルアップ）のさらなる充実を図っていく。 

このほか、アクティブ・ラーニングを推奨し、学びへの早期適応支援を図っていく。 

 

 

 

2－3 キャリア支援 

2-3-① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する支援体制の整備 

 

（1）2－3 の自己判定 

基準項目 2－3 を満たしている。 

 

（2）2－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-3-① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する支援体制の整備 

【事実の説明】 
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ア インターンシップなどを含め、キャリア教育のための支援体制を整備 

「地域政策コース」と「ライフデザインコース」では、学科科目として 1 年次に

「インターンシップ実習指導」及び「インターンシップ実習」を設け、学生の目指

す専門分野に関連した職場などで一定期間の職業体験をする。また、教養科目では

あるが、1 年次に「キャリアデザインⅠ」、「キャリアデザインⅡ」を開講している。

大学から社会へのスムースな移行に向け、生きることや人生について、職業とは何

かについて考えることで、生き方や働き方の見取り図が構想できるように学修して

いる。学修した気づきや学びをゼミ・サークル活動や資格取得等へ波及することが

できるようにするのも目標の一つである。【資料 2-3-1】 

「介護福祉士養成コース」では、介護福祉士国家資格の取得を目標とし、一定期

間の学外実習が義務付けられている。学科科目として「介護総合演習Ⅰ」、「介護総

合演習Ⅱ」、「介護総合演習Ⅲ」、「介護総合演習Ⅳ」の実習指導科目と「介護実習Ⅰ」、

「介護実習Ⅱ」、「介護実習Ⅲ」、「介護実習Ⅳ」の実習科目を開講している。【資料

2-3-2】 

平成 29 年度開設の「児童学コース」においても、科目「キャリアデザイン」を 1

年次必修とし、勤労観や職業観を育むとともに将来の職業選択に向けての基礎知識

及び生涯を通じた生き方について考えさせている。 

「地域政策コース」と「ライフデザインコース」、「児童学コース」では、外部教

育関連企業と連携し、公務員試験や就職試験合格を目指す専門講座を開講し、費用

の一部を本学が補助している。【資料 2-3-3】 

また、「児童学コース」では授業時間内の「ピアノ講座」以外に希望者に対して「放

課後ピアノレッスン講座」を開設し、公立・私立幼稚園、保育園の教員や保育士を

目指す学生に採用試験対策として放課後に個人レッスンを行っている。なお、この

レッスンは大学教育福祉学部の学生も対象としている。 

本学独自の奨学金制度として、公務員試験に合格すると当該特別カリキュラムの

受講料を全額返還する「公務員奨励金」制度を導入した。また、資格取得奨励金制

度を設け、本学指定の対象資格を受験し取得した学生に対し奨励金を支給する制度

で、在学中の資格取得をサポートしている。【資料 2-3-4】 

イ 就職・進学に対する相談・助言体制 

平成 28（2016）年度には進路支援課を進路・就職支援課、教職支援課を実習・

実践支援課と名称を変更し、日常的に学生の相談・指導などを行っている。入学オ

リエンテーションから就職ガイダンスを実施し、保護者に対しても「進路・就職等

報告会」を実施している。定例の進路・就職支援センター企画運営委員会では、就

職担当の作成した資料をもとに、進路ガイダンス、就職対策講座、個別面談等の事

業情報を共有しつつ、学生の入学時からの就職・進路目標を実現するため支援を行

うことができた。 

就職・進路に関する情報や資料等は、進路・就職支援課の室内や外部の掲示板に

貼り出し、積極的に情報提供を行うことができた。また、1 年次のクラス担任、2

年次のゼミの担当教員が「学修の記録」を活用した個別面談を実施し、学生の一人

ひとりの進路・進学の相談を行っている。クラス・ゼミ担当教員と進路・就職支援
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課職員との情報交換も必要に応じて行われ、学生一人ひとりの状況を把握しながら

細やかな進路・就職のための支援を行うことができた。【資料 2-3-5】 

 

【自己評価】 

入学オリエンテーションから就職に関するガイダンスを実施し、資格取得と進路

サポートを体系的に実施している。就職や進学に対する相談・助言体制として、「進

路・就職支援課」の職員、クラス・ゼミ担当教員が相談を受け、「進路・就職支援セ

ンター企画運営委員会」で学生情報の一元的な管理と指導が容易にできており、基

準項目を満たしている。 

 

＜エビデンス集 （資料編）＞  

【資料 2-3-1】2017 シラバス「インターンシップ実習指導」シラバス 【資料 F-5】より 

2017 シラバス「インターンシップ実習」シラバス  【資料 F-5】より 

2017 シラバス「キャリアデザインⅠ，Ⅱ」シラバス 【資料 F-5】より 

【資料 2-3-2】2017 シラバス「介護総合演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ」シラバス 【資料 F-5】より 

2017 シラバス「介護実習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ」シラバス 【資料 F-5】より 

介護実習ハンドブック 

【資料 2-3-3】2018 大学案内      【資料 F-2】より 

【資料 2-3-4】資格取得奨励金制度に関する運用規定 

【資料 2-3-5】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 進路・就職支援センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-11） 

 

（3）2－3 の改善・向上方策（将来計画） 

キャリアガイダンスに関しては、建学の精神である「地域に貢献できる人材育成」

を目指し、資格取得と学修を深めるため、外部教育関連企業と連携した専門講座の開

講や学生の修学意欲向上を図る資格取得奨励金制度を実施している。 

「学校法人滋賀学園中期経営計画」のとおり、学生のキャリア形成のためのカリキ

ュラム改革を教務委員会と連携し、キャリア形成の支援を継続して実施していく。 

公務員試験合格のための専門講座や資格取得の奨励、インターンシップや学外実習、

ボランテイア活動への取り組みなど、今後も地域との連携を通した教育と就職の支援

に取り組んでいく。 

 

 

 

2－4 学生サービス 

2-4-① 学生生活の安定のための支援 

 

（1）2－4 の自己判定 

基準項目 2－4 を満たしている。 
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（2）2－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-4-① 学生生活の安定のための支援 

学生が充実した学生生活を送ることができる環境づくりは、学業の質を高める上

でも重視すべき課題である。本学では「学生委員会」が中心となって、［図 2-4-1］

のとおり、学生支援に関するさまざまな制度設計や窓口業務のほか、隔年実施の「学

生アンケート」による意識調査など全学的な学生支援活動を展開している。このほ

か、学生生活の安定に資する組織として、「人権教育推進委員会」と「ハラスメント

防止委員会」を設置し、学生と教職員の人権意識の高揚とハラスメントなどの防止

に力を入れている。そして、四大と短大の学生をあわせて、学生生活に対する支援

を行っている。 

 

［図 2-4-1］ 学生支援体制組織図 

 

個別分野ごとの取り組みは次のとおりである 

ア 学生サービス、厚生補導のための組織の設置 

学生サービスと厚生補導業務を所轄する「学生委員会」では、月次の定例会議に

おいて学生生活全般に関する支援の在り方などについて協議を行っている。【資料

2-4-1】 

また、事務組織としては、学生部に進路・就職支援課、学生支援課、教務部に実

習・実践支援課の 3 課を置き、学生からのさまざまなニーズに対応している。 

進路・就職支援課では、進路・就職などに関する相談・指導業務を所掌しており、

学生支援課では、日常的な窓口対応のほか、学生が学業に専念できるように経済面

や生活面、健康面からのサポート業務を主としている。【資料 2-4-2】 

イ 学生の人権保障とハラスメント防止等の対応 

学内に「人権教育推進委員会」及び「ハラスメント防止委員会」を設置し、学生

及び教職員の人権を保障するための取り組みを行っている。【資料 2-4-3】【資料 2-4-4】 

学生のための人権研修は、幅広く人権問題をとらえ、11 月にデートＤＶや平和学
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習の講演会を実施し、啓発を行った。［表 2-4-1］ 

ハラスメント防止対策については、年度初めのオリエンテーション時に、注意啓

発を行い、掲示板での啓発ポスターの貼付、リーフレットの配付など、日頃から意

識喚起に努めている。また、相談者への対応については、教員 2 名、事務職員 1 名

の計 3 名によるハラスメント相談員を掲示板に公示するほか、学生支援課にメー

ル・ホットラインを開設して携帯電話からのメール相談にも、気軽に、いつでも、

迅速に対応できるよう態勢を整えている。なお、当委員会では［表 2-4-2］のとお

り、取り組みを行っている。【資料 2-4-3】【資料 2-4-4】【資料 2-4-5】 

［表 2-4-1］ 人権学習会開催状況 

年度 学生対象研修 教職員対象研修 

2017 年度 

1 年生「デートＤＶ」 

講師  

おうみ犯罪被害者センター職員 

 

2 年年生「平和学習」 

講師 

滋賀県平和祈念館職員 

 

「若者に多い精神疾患と対応 

～人権・倫理的配慮を踏まえ教育 

現場の対応を考える」 

講師  

滋賀県立精神医療センター 

精神看護専門看護師  

福岡 雅津子 氏 

   

［表 2-4-2］ ハラスメント防止委員会の状況（大学共通） 

年度 取 り 組 み 内 容 

2017 年度 新入生オリエンテーションにて、ハラスメント防止について注意啓発 

 

ウ 学生に対する経済的な支援 

日本学生支援機構による奨学金受給者は、平成 29（2017）年度では第一種 4 名、

第二種 32 名、併用 0 名で計 36 名である。［表 2-4-3］また、滋賀県社会福祉協議会

による介護福祉士修学資金貸付制度は 21 名、保育士修学資金貸付制度は 4 名が受

給している。 

本学独自の奨学金制度には、ファミリー優遇制度がある。また、奨励金制度とし

ては、資格取得奨励金制度、公務員奨励金制度がある。平成 29（2017）年度入学

生はファミリー優遇制度については 17 名が適用を受けている。また、平成 29（2017）

年度の資格取得奨励金と公務員奨励金の適用はない。［表 2-4-4］ 

本学独自の外国人留学生に対する奨学金制度には、入学金、検定料免除、授業料

の半額免除の外国人留学生奨学金制度と家賃補助の外国人留学生制度がある。平成

29（2017）年度の適用者はいない。 

また、外国人留学生に関する支援としては、日本で生活するための諸手続きや生

活用品の貸与などの住居支援、アルバイトの情報提供などを行っている。【資料 2-4-6】

【資料 2-4-7】 

 

 



びわこ学院大学短期大学部 

30 

［表 2-4-3］日本学生支援機構奨学生の状況（短期大学部のみ） 平成 30 年（2018）3 月 3１日現在 

 
学生数 

（A） 

奨学生数 割合 

第一種 第二種 併用 計（B） （B/A） 

2016年度生 57 3 12 0 15 26.3% 

2017年度生 73 1 20 0 21 28.8% 

計 130 4 32 0 36 27.7% 

 

［表 2-4-4］本学独自の奨励金制度の適用状況（短期大学部のみ）平成 30 年（2018）3 月 31 日現在 

 
学生数 

（A） 

奨励金利用者のべ人数 割合 

資格取得 

奨励金 
公務員奨励金 計（B） 

（B/A） 

2016年度 105 5    1 6 5.7% 

2017年度 126 0 0 0 0% 

※資格取得奨励金制度・・・本学が推奨する資格を取得した場合、資格に応じ

た奨励金を給付する制度 

※ファミリー優遇制度・・・受験生の兄弟・姉妹・親子が本学を卒業している

か、現在、在学している場合は、入学金の半額を

免除。更に同時在籍の場合、同時在学期間中の授

業料を半額免除する制度。 

 

エ 学生の課外活動に対する支援 

平成 21（2009）年度からは大学と短期大学部の学生との合同による部・サーク

ル活動が行われるようになった。平成 29（2017）年度はあわせて 21 団体になって

いる。 

また、認定された部に関しては、活動内容に応じ、学友会から活動費を支給し活

動支援を行っている。【資料 2-4-8】 

但し、短大部の学生については、授業や実習の関係で、部・サークル活動の参加

者は少ない。 

オ 「学友会」運営支援 

学友会活動の大きな事業としては、毎年 11 月 3 日に開催される大学祭や各種ボ

ランティア活動、卒業時の記念事業などがある。特に学生が企画から運営全般にわ

たって主体的にプロデュースする大学祭には近隣住民の参加が多く、地域の風物詩

的な存在になっており、学生の大きな励みにもなっている。【資料 2-4-9】【資料 2-4-10】 

カ 学生に対する健康相談、心的支援、生活相談等 

学生相談室については、年度初めのオリエンテーション時に学生相談室案内を配

布し、相談室へのアクセス方法やプライバシーの保護などについて周知する一方、

相談室の利用が望ましいと思われる学生については、クラス及びゼミを担当する教

員から利用を促している。カウンセラーは、学生の相談状況及び対応方法などにつ

いて学生委員会にて情報提供し、共有化を図っている。【表 2-4-5】 

平成 29（2017）年度における相談室の利用状況は、【表 2-4-5】のとおりである
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が、本学では日ごろからクラス・ゼミ担当教員が相談を受け、問題解決にあたって

いる。このため、傾向として、学生が相談室を利用するのは、相当深刻な事態にな

った段階で、行動に移すことが多い。また、学科会議では、特に「気になる学生」

に対するケアの時間を確保し、教員間での意見交換を行うとともに、情報の共有に

努めている。なお、カウンセラー担当教員やクラス・ゼミ担当教員の話を総括する

と、平成 29(2017)年度における相談事案は、友人関係や心の問題、家族のこと等が

主なものとなっている。 

また、本学では保健室担当者を配置し、健康相談に応じるとともに、応急処置を

行い必要に応じて病院への手配を行っている。また、全学生を対象にした定期健康

診断を行い、異常が見られた者への適切な保健指導を行っている。【資料 2-4-11】【資

料 2-4-12】 

 

［表 2-4-5］ 学生相談室利用件数（大学含む）         （人） 

年度 相 談 時 間 のべ利用者 

2017 年度 月・木・金 10：30～14：30 26 

 

【自己評価】 

小規模校の特性を活かして、教職員が一丸となり、入学時から学業、健康、生活

や経済援助、交友関係などにわたって、きめ細かな個別支援がなされており、学生

サービスや厚生補導においても一定水準の対応が維持できていると認識している。

また、人権・ハラスメント研修においても、身近な事例をもとに理解を深めている。 

 

（3）2－4 の改善・向上方策（将来計画） 

社会情勢の変化に伴って学生をめぐる問題も年々質的な違いを帯びている。これま

では、様々な生活相談に関して、クラス、ゼミの担当者が受容的な態度で生活相談に

応じるなど、きめこまやかな支援を行ってきたが、専門的な視点から一歩踏み込んだ

対応ができるよう体制面での整備が求められる。こうしたことから、平成 27 年（2015）

年度以降、体調不良者への日常的な対応はもとより、精神面での悩みを持つ学生に対

するメンタルな相談ごとにも対処できる保健室担当者を配置した。平成 29(2017)年度

の保健室利用者は 15 人となっている。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞  

【資料 2-4-1】びわこ学院大学短期大学部 学生委員会規程（学校法人滋賀学園規程集 3-33） 

【資料 2-4-2】事務組織規程（学校法人滋賀学園規程集 1-5） 

【資料 2-4-3】びわこ学院大学短期大学部 人権教育推進委員会規程 

（学校法人滋賀学園規程集 3-35） 

【資料 2-4-4】びわこ学院大学短期大学部 ハラスメント防止委員会規程 

（学校法人滋賀学園規程集 3-39） 

【資料 2-4-5】 学生委員会議事録（第 12 回） 

【資料 2-4-6】 留学生のための生活ハンドブック 
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【資料 2-4-7】 びわこ学院大学借上宿舎入居のしおり 

【資料 2-4-8】 びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 部課外活動団体に関する規程 

【資料 2-4-9】 平成 29（2017）年度 紅葉賀祭パンフレット 

【資料 2-4-10】平成 29（2017）年度 学友会事業報告 

【資料 2-4-11】2017 学生ハンドブック（p138） 

【資料 2-4-12】学科会議 議事録 

 

 

 

2－5 学修環境の整備 

2-5-① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 

2-5-② 実習施設、図書館等の有効活用 

2-5-③ バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 

2-5-④ 授業を行う学生数の適切な管理 

 

（1）2－5 の自己判定 

基準項目 2－5 を満たしている。 

 

（2）2－5 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-5-① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 

【事実の説明】 

校地、校舎及び施設・設備等の学修環境については、それぞれ設置基準を満たし

ており、教育目的を達成するための環境は適正に整備されている。また、校舎等に

ついては、定期的に検査を行い学修環境が損なわれないように緊急性の高い案件は

補修などで対応している。なお、学生からの要請については、アンケート調査など

をもとに、緊急性の高いものから改善に努めている。【資料 2-5-1】【資料 2-5-2】 

概要は以下のとおりである。 

 

ア 校地・校舎面積 

本学の校地面積は、短期大学部と共用で 20,104 m2 であり、大学設置基準第 37

条と短期大学設置基準第 30 条の規定により算出される必要な面積 5,800 m2（収容

定員学生数 580 人×10 m2）を上回っている。また、校舎面積は 7,874 m2であり、

大学設置基準第 37 条の 2 と短期大学設置基準第 31 条で規定されている必要な面積

5,738m2 を満たしている。なお、建屋全体が 3 階以下に抑えられており、地域の自

然環境に溶け込んだキャンパスとなっている。 
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［表 2-5-1］ 校地・校舎面積 

区   分 
収容 

定員 

校  地 校  舎 

基準面積 現有面積 基準面積 現有面積 

びわこ学院大学 420 人 4,200 

20,104 

3,388 

8,322 びわこ学院大学短期大学部 160 人 1,600 2,350 

計 580 人 5,800 5,738 

イ 教室 

講義室は、大講義室（240 人）[1 室]、特別講義室（200 人）[1 室]、中講義室（90

人）[5 室]、小講義室（36 人）[3 室]を備え、すべて AV 機器等によるマルチメディ

アに対応した装置を整備している。 

ウ 体育施設 

体育館（909 ㎡）は、更衣室、シャワースペース（温水）を完備し、また、運動

場（6,194 ㎡）は全面に人工芝を整備している。他にテニスコート（2 面）を備え、

授業や課外活動等に使用している。またスポーツ教育棟の 1 階にはトレーニングル

ーム、シールドルーム、実験室が設けられており、授業で活用するほか、トレーニ

ングルームでは部活動などの個人利用も可能である。あわせて、部活動の充実、活

性化につながるよう、シャワールームを含めた部室棟を整備した。 

さらに、第 2 グラウンド（2599.79 ㎡）として、陸上競技の数種目が活動できる

多目的グラウンドが平成 27（2015）年度末に完成し、平成 28（2016）年度から供

用を開始した。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞ 

【資料 2-5-1】短期大学設置基準 別表第二 

【資料 2-5-2】2017 学生ハンドブック （p.174-176） 

びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 施設配置図 【資料 F-5】より 

 

【自己評価】 

短期大学設置基準を満たす校地、校舎を整備し、その施設・設備も教育課程の適

正な運営が可能であり、学修環境は良好なものであると判断している。 

 

2-5-②実習施設、図書館等の有効活用 

【事実の説明】 

実習施設、図書館等については、教育目的を達成するための環境は適正に整備さ

れ、それぞれが有効に活用されている。 

施設等の概要は以下のとおりである。 

ア 実習施設 

実技･演習のできる部屋は、小児保健実習室[1 室]、理科室[1 室]、音楽室[1 室]、

ピアノレッスン室[10 室]、子ども教育実習室[1 室]、行動観察室[1 室]、介護・養護・

看護実習室[1 室]、入浴介助実習室[1 室]、造形室[1 室]、コンピュータ室[3 室]とな

単位：（m2） 
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っている。【資料 2-5-2】 

実験・実習室には、それぞれの教育に必要な実験・実習ができる十分な設備を備

えており、これらの実験室・実習室は授業に使用するほか、学生の空き時間におけ

る自学自習の使用を認めている。この他、研究室は、個室が 38 室（短期大学部教

員も含む）あり、学生の個別相談や教員とのコミュニケーションを深める場にもな

っている。 

イ 図書館 

図書館（2 階建・1,098.49 ㎡）は、1 階が図書館エリア（閲覧席 74 席、視聴覚コ

ーナー22 席、検索・相談コーナー6 席）、地階がラーニング・コモンズ・エリア（机

席 24 席、テーブル席 20 席、ソファー席 9 席）及び閉架書庫で構成されており、低

書架、幅広通路、点字ブロック、手すり、スロープ等、バリアフリー構造となって

いる。 

所蔵資料は、平成 30 年 3 月末現在で教育あるいは福祉の分野を中心に、図書が

59,715 冊（和書 56,209 冊、洋書 3,506 冊）、雑誌が 165 種（和雑誌 151 種、洋雑

誌 10 種、電子ジャーナル 4 種）、AV 資料が 2,446 点となっており、すべてデータ

ベース上で検索可能である。 

開館時間は、基本的には平日の 9:00～20:00 となっているが、大学行事に合わせ

休日開館を実施するなど利用者のニーズに対し臨機応変に対応しており、平成 29

年度の年間入館者数は延べ 38,937 人と、前年度（延べ 27,885 人）に比べ 11,000

人以上の大幅増となったが、要因として考えられるのが地階の利用者増である。 

平成 28 年 10 月、自習スペースであった地階を、それまでの図書館としての制約

を取り払い、利用者が自由かつ多目的に活用できるラーニング・コモンズ・エリア

へとリニューアル。 

また、平成 29 年度には、利用者が自由に使用できるノートパソコン（5 台）、カ

ラープリンター（1 台）、ホワイトボード（2 台）、多目的ボード（4 台）、オーバ

ーヘッドプロジェクター（1 台）を設置するなど施設設備の充実整備に努めた結果、

学生を中心とした利用者の大幅増に繋がった。 

さらに、広く地域社会にも開放することで大学としての地域貢献の一翼を担って

おり、地元市民や他大学の学生あるいは受験を控えた高校生など幅広い層の人々に

利用いただいているが、特に 20:00 までという開館時間については「学校帰りや仕

事帰りでも、ゆっくりと利用できる。」と好評を得ている。 

しかしながら、資料の増加に伴う書架や収納スペースの狭隘化、また学生の読書

離れへの対応など喫緊の課題もあり、それらの課題と向き合いつつ、利用者に対す

る情報サービスの提供や研究支援機能の充実に向けて、引き続き、計画的な態勢整

備を図っていきたい。 

 

【自己評価】 

本学の実習施設、図書館等は、教育目的や学習内容に沿って有効に活用されてい

る。 
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2-5-③バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 

【事実の説明】 

大学施設全般についてのバリアフリーや建築物の耐震基準などの安全性は確保さ

れており、学内 LAN や IT 機器・設備など情報教育基盤も整っている。 

学生の共用施設としては、学生食堂（150 席）と学生ホール（110 席）がある。

食堂については、全面的に専門業者に運営を委託しているが、学生の登校日に波が

あることから、法人において運営費の一部を補助している。また、学生ホールに設

けられている飲食コーナーでは、軽食や飲料が低廉価で提供されており、学生と教

職員との懇談やミーティングの場として有効に機能している。 

なお、学生食堂については、学生や教職員の意見、要望を勘案し、平成 28（2016）

年度から業者を変更した。 

 

【自己評価】 

本学の施設・設備は、耐震基準やバリアフリーなどの安全管理面について所要の

対応がなされているとともに、学内 LAN や IT 機器の活用などの利便性もある。 

 

2-5-④ 授業を行う学生数の適正な管理 

【事実の説明】 

本学においては、通常の講義は現有の教室で問題なく対応できているが、実習、

演習の科目については、多数の履修登録があった場合はこれを少人数に分割して、

きめ細やかな指導が行えるよう配慮している。特に、専門領域の基礎となる教養教

育科目（実習）にあっては、学修効果を上げるため、複数の教員が担当するなど、

手厚い指導体制を整えている。 

学生規模とそれに応じた教室等は概ね満たしているが、今後カリキュラムや時間

割の内容次第では、その実施稼働率は満杯になることが予想できることから、教室

等の稼働状況の見直しと効率化を図っていきたい。【資料 2-5-3】 

授業を行うクラス人数については、多人数の科目では 2 クラス以上に分割する等

の対応をしているが、カリキュラムが過密な状態であり、学生の安全と快適な教育

環境の確保を優先させるためにも、規模に見合った物理的環境、教員体制の確保な

ど、今後の大学の将来構想での検討が必要である。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞ 

【資料 2-5-3】教室の稼働状況 

・施設設備の安全管理やメンテナンスに関する規則、運用方針、運用計画など及び管理

体制を示す資料、・授業（講義、演習、実験など）のクラスサイズを示す資料など 

 

【自己評価】 

授業科目や教育内容によってクラスを分割したり、複数の教員が担当したりする

など、きめ細かい指導体制が整っていると判断している。 
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（3）2－5 の改善・向上方策（将来計画） 

本学の整備は平成 2（1990）年度で、学舎等の建造物は全て耐震構造で整備してお

り、防災面でも一定配慮されている。 

また、バリアフリーについての更なる設備充実を図り、その利便性をより高めてい

きたい。そのためには、施設・設備の管理をしている総務課と連携しながら、施設・

設備の見直しなどを担当する機関や委員会について考える必要がある。 

授業を行うクラス人数については、多人数の科目では 2 クラス以上に分割する等の

対応をしているが、カリキュラムが過密な状態であり、学生の安全と快適な教育環境

の確保を優先させるためにも、規模に見合った物理的環境、教員体制の確保など、今

後の大学の将来構想での検討が必要である。また、図書館では蔵書の増加に伴い、書

架の補充が必要となっている。学生や教職員に対する情報サービスや研究支援機能の

充実に向けて、計画的に態勢整備を図っていきたい。 

 

 

 

2－6 学生の意見・要望への対応 

2-6-① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2-6-② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の意

見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2-6-③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

 

（1）2－6 の自己判定 

基準項目 2－6 を満たしている。 

 

（2）2－6 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-6-① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

【事実の説明】 

学生生活全般に関する学生の意見や要望は、卒業生を対象としたアンケート調査

と在学生を対象とした学生生活実態調査、そして、意見箱の設置によって掌握に努

めている。卒業生を対象としたアンケート調査では、大学生活での感想や後輩を念

頭においた改善事項が主な内容になっており、これらは FD 委員会で分析検討し、

翌年度の教授会で委員会報告として公表している。【資料 2-6-1】【資料 2-6-2】 

2-6-② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の意

見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

【事実の説明】 

学生生活の中でも、心身に関する健康相談や、経済的支援をめぐる学生の意見の

把握については、１年生に対し実施する学生生活実態調査を、隔年ごとに概ね１１

月頃に行うことで、在籍する全学生の数量把握を試みている。 

その分析や検討、活用については、全教員、また全事務各課に周知され、教員で

あれば学生のニーズや課題などをクラスやゼミの運営に役立てている。また、事務
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各課についても、学生の実態を数量的に把握し、自由記述欄からダイレクトな意見

を知ることで、各課における年間行事の企画などに活用している。 

とくに心身に関する健康相談については、数量的把握のみならず、保健室との連

携や各クラス、各ゼミの担当教員が会議などで必ず学生の近況報告を受けながら、

学生個々の情報が共有される仕組みをとっている。経済的支援が必要な学生に対し

ても、奨学金受給の有無や受給している種類に伴う金額を理解し、学費の未納等の

情報までも教職員間で共有することができている。共有の結果、各クラス、各ゼミ

の教員が、その情報をもとに学生指導を行っている。 

2-6-③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

【事実の説明】 

学修環境全般に関しても、先の学生生活実態調査を参考にしながら、様々な取り

組みを実施している。意見箱の設置や学長との懇談会などはその最たるものである。 

意見箱については、学生食堂と学生ホールに設置しており、定期的にチェックし

た上で、必要に応じ学生委員会で報告している。 

こうした定型的な意向調査とは別に、毎年、「学長と学生との懇談会」が設けられ

ており、平成 29（2017）年度の懇談会では、スクールバス・駐車場、図書館、キ

ャンパスアメニティーなど施設・設備の利用に係わることや教育指導のあり方など、

大学生活全般に関する事項が話し合われた。【資料 2-6-3】 

これらの要望事項については、財政面や施設構造、制度面からの制約もあって直

ちに対応できない事項もあるが、たとえば、グローブやラケットといった備品の修

繕と新規購入など可能なものについては適宜改善策を講じている。 

なお、意見・要望に関する全般的な対応方針については、先ずは学生委員会で分

析評価したうえで、企画委員会で協議し、可能な事項から改善措置を講じることと

している。 

 

【自己評価】 

学生生活全般に関する学生たちの意見・要望は、アンケート調査や意見箱、学長

と学生の懇談会などを通して適正に把握しており、その分析結果については、取り

組み可能なものから順次対応している。学生サービスについては、小規模大学であ

ることから教職員が個別に対応するケースが多く、それらを学科会議やコース会議

などの議題に載せ、情報の共有化に努めている。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞  

【資料 2-6-1】平成 29（2017）年度 卒業生を対象としたアンケート調査  

【資料 2-6-2】平成 29（2017）年度 在校生に対する学生生活に関するアンケート調査 

【資料 2-6-3】平成 29（2017）年度 学長と学生の懇談会記録  

 

（3）2－6 の改善・向上方策（将来計画） 

・学生生活の支援 

本学では、小規模校の強みを活かして、クラス・ゼミ活動や授業における小集団
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活動などの身近なくくりの中で学生同士の交流を支援し、学生の人間関係調整能力

の涵養に努めている。また、実習指導での活動や大学祭の模擬店などの取り組みは、

学生の連帯感を高める上で有効に機能している。 

・学生の意見・要望に対する対応 

学生生活に関する学生の要望は、学生委員会で集約している。これまでスクール

バス、図書館の利用など、キャンパス・アメニティに関する課題が指摘されてきた。

財政面で対応が困難な事項もあるが、可能な事項から順次改善を加えている。今後

もアンケート調査や意見箱、学長との懇談会などを通じて学生の意見を集約し、必

要に応じて中長期計画に位置づけるなど具体化に向けて提示していきたい。 

 

 

［基準 2 の自己評価］ 

本学における学生の受け入れは、大学入学を迎える年代層の人口減少が大きく響いて

定員を充足することが難しくなってきているが、平成 29 年度は、入学定員が確保できた

ことは評価している。今後は、入学定員の確保維持のため、社会や地域のニーズを把握

し、求められる人材の輩出に努めていくことが重要であると認識している。 

学修に対する学生への支援として、オフィスアワーや個別指導に重点を置き、常に身

近な存在としての教職員が、学生に寄り添う体制を採っている。また、授業の内容につ

いては、学生に授業改善アンケートを実施し、その結果を教員にフィードバックし、授

業の改善などに活かせるようにしている。 

学生のキャリア形成に関しては、インターンシップ実習や地域へのフィールドワーク

を授業の中に取り入れ、自立意識や社会性の向上を、短期間に修得できるよう努めてい

る。また、本学は、介護福祉士や保育士の養成校でもあるため、各実習において現場で

の学びを通して、専門的な知識や技術を段階的に修得できるように配慮している。 

学生サービスの点では、小規模校ゆえの量的サービスの不足は否めないが、学生のニ

ーズの把握に努め、できうる限りの整備を進めてきた。 

学修環境の整備については、安全で安心して学べる環境づくりに配慮し、学生のニー

ズを把握しながら段階的に整備・改良を行っている。平成 29 年度は、前年度設置された

ラーニング・コモンズの影響により、図書館の利用者数が増えたので、パソコンなどの

学修支援機器を導入し、学生の学修活動等の環境を充実させた。 

学生の意見・要望への対応については、学生委員会や FD 委員会が中心となり、卒業生

や在校生に対してアンケート調査などを実施し、学生の意見・要望を把握しようと努め

ている。 
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基準 3．教育課程 

3－1 単位認定、卒業認定、修了認定 

3-1-① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 

3-1-② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修

了認定基準等の策定と周知 

3-1-③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 

 

（1）3－1 の自己判定 

基準項目 3－1 を満たしている。 

 

（2）3－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-1-① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 

【事実の説明】 

短期大学部ライフデザイン学科では、学則の第 1 条 2 項に（目的）として「生活

設計に関わる広範な知識・技術を教授し、企業実務、教育および福祉に関して高度

な専門性を有する人物の育成を目的とする」と定めている。【資料 3-1-1】 

そのうえで、さらに具体的な基本理念と教育目的を次の通りに定め、「学生ハンド

ブック」に明記して、学生への周知を図っている。【資料 3-1-2】 

本学の母体である学校法人滋賀学園の創始者森はなの 80 余年の長きにわたり提

唱してきた「地域の貢献できる人材育成」を建学の精神として、学芸を教授・研究

するとともに、複雑かつ多様化する現代社会において、より豊かに生きるために必

要とする広範な知識と思考方法を習得させ、日常に起きる諸問題を合理的かつ科学

的に解決することのできる教養豊かで、円満な人格をもつ人物を育成することを目

的とする。 

上記の基本理念と教育目的に基づき、短期大学部ライフデザイン学科では、卒業

認定・学位授与に関する方針として、ディプロマ・ポリシーを次の通りに定めてい

る。これらの内容は「学生ハンドブック」に明記し、学生への周知を図っている。

【資料 3-1-3】 

・（知識・理解）家庭、職場、地域社会など広範囲な生活領域で、創造的に対応

しうる意思と素養を有している。 

・（思考・判断）新しい生活スタイルの創造や優れた職業人になるための情熱と

倫理観を持ち、高い決断力と深い探究心を備えている。 

・（技能・表現）自己の学習課題を明確にし、課題解決のための継続的な研鑽が

できる。 

・（関心・意欲）人間関係を豊かに育てることができる“人間味”を備え、社会

の一員として適切な行動ができる。 

・（態度）日常生活における諸問題を解決するための能力、具体的方策や技能を

修得し、地域活動や仕事を通して他人を支援することができる。 
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3-1-② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、   

修了認定基準等の策定と周知 

ア 単位認定基準 

短期大学部ライフデザイン学科では、ディプロマ・ポリシーに定める卒業認定・

学位授与に関する方針を確実なものとするために、単位認定の要件を、科目履修、

試験、成績評価基準等と共に、「びわこ学院大学短期大学部ライフデザイン学科授業

科目履修及び試験等に関する規程」に定めている。【資料 3-1-4】 

単位は短期大学設置基準に準拠して、1 単位の授業科目を、45 時間の学習を必要

とする内容をもって構成することを標準とし、授業形態（講義、演習、実験、実習）

ごとに、次の基準に基づき算定している。【資料 3-1-5】 

・講義および演習：15 時間から 30 時間までの範囲で本学が定める時間の授業を 

もって 1 単位とする。 

・実験、実習、実技：30 時間から 45 時間までの範囲で本学が定める時間の授業 

         をもって 1 単位とする。 

・授業を講義と実習など 2 以上の方法を併用して行う場合：15 時間から 45 時間 

までの授業をもって 1 単位とする。 

単位の認定は、履修科目における授業回数の 3 分の 2 以上出席し、授業科目ごと

に行われる試験などに合格することが定められている。 

これらの内容は、「学生ハンドブック」に記載するとともに、入学時のオリエンテ

ーションや 1 年時クラスにおいても、くりかえし学生へ指導を行っている。【資料

3-1-6】 

イ 進級基準 

短期大学部ライフデザイン学科では、2 年間という短期大学部の期間を一体的な

ものとみなし、入学制全員に提供している。進級の基準は特に定めておらず、2 年

間が経過した時点で、卒業認定基準を厳正に適用している。 

ウ 卒業認定基準 

卒業認定基準は、「びわこ学院大学短期大学部 学則」第 47 条（卒業の要件）に

次の通り定めている。【資料 3-1-7】 

本学に 2 年以上在学し、所定の授業科目を履修して 62 単位以上（介護福祉コー

スにあっては、あわせて介護福祉士資格取得要件を充足することが必要）を修得し

た者には、教授会の議を経て学長が卒業を認定し、卒業証書を授与する。【資料 3-1-8】 

この卒業認定基準は、所定の単位と共に「学生ハンドブック」に明記して、学生

への周知を図っている。【資料 3-1-9】 

また、ライフデザイン学科(介護福祉士養成コースを除く)の卒業が認められた者

には、短期大学士(家政学)が、介護福祉コースの卒業が認められた者には、短期大

学士(社会福祉学)の学位が、「びわこ学院大学短期大学部 学則」に基づき、与えら

れる。【資料 3-1-8】このことは、「学生ハンドブック」にも明示して、学生への周知

を図っている。【資料 3-1-10】 
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3-1-③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 

ア 単位認定基準に基づく成績評価と出席状況の管理 

成績評価方法は、GPA 制度を導入しており、履修登録科目の成績を、SA、A、B、

C、D の 5 種の評語をもって表し、SA、A、B、C を合格としている。SA に 4 点、

A に 3 点、B に 2 点、C に 1 点、D（不合格）に 0 点を割り振り、それぞれの単位

数を乗じ、合計ポイントを履修単位数の総和で除した平均点を学生の GPA 数値と

している。【資料 3-1-11】 

また出席状況の管理は、出欠管理システムに基づき、各教室に用意された読み取

り機に学生証をかざすことで行うことで、一括管理している。【資料 3-1-12】 

担当科目教員は、前述の単位認定基準と、上記の成績評価方法ならびに出欠確認

に基づき、厳正に単位の認定を判断する。 

イ 卒業認定基準の厳正な適用 

前述の卒業認定基準は、教授会の議において厳正に運用される。卒業要件を満た

すと判定された学生は、長が卒業を認定し、卒業証書を授与する。【資料 3-1-8】 

要件を満たさない学生は、教授会にて卒業不可と判定され、本人に通知される。

その場合、学生は次年度以降に不足分の単位を修得して、再び教授会の議を経て卒

業することができる。【資料 3-1-13】 

 

＜エビデンス集 （資料編）＞ 

【資料 3-1-1】びわこ学院大学短期大学部 学則 第 1 条 第 2 項 

【資料 3-1-2】基本理念と教育目的 2017 学生ハンドブック p6 

【資料 3-1-3】ディプロマ・ポリシー 2017 学生ハンドブック p6 

【資料 3-1-4】びわこ学院大学短期大学部ライフデザイン学科授業科目履修及び試験等に関する規程 

【資料 3-1-5】びわこ学院大学短期大学部 学則 第 7 章、第 33 条、第 34 条 

【資料 3-1-6】2017 学生ハンドブック pp22-29、pp62-72、 p157 

【資料 3-1-7】びわこ学院大学短期大学部 学則 第 47 条 

【資料 3-1-8】教授会議事録：卒業判定 

【資料 3-1-9】2017 学生ハンドブック p62、p66 

【資料 3-1-10】2017 学生ハンドブック pp158 

【資料 3-1-11】2017 学生ハンドブック p29 

【資料 3-1-12】2017 学生ハンドブック p17 

【資料 3-1-13】9 月卒業関係資料 

 

（3）3－1 の改善・向上方策（将来計画） 

単位認定、成績評価の方法、出席状況の管理方法、卒業要件は、学生ハンドブック

で基準を明確に示している。1 年次 4 月のオリエンテーションや、1 年クラス、2 年ゼ

ミでも学生に指導し、周知を図っている。 

単位認定は、担当科目教員が、それぞれの授業科目ごとにシラバスで明示する評価

方法及び評価基準に基づき、厳正に評価するように全教員へ周知している。 

しかしながら、単位認定率や GP（Grade Point）に違いが生じている部分もあるの



びわこ学院大学短期大学部 

42 

で、単位認定のあり方や適正な評価基準、評価方法のあり方を、短期大学部ライフデ

ザイン学科の教務委員会で検討していく。 

また、学修内容を確実に身に着けさせるため、学生の出席状況を確認し、1 年クラ

スや 2 年ゼミ教員から、遅刻・欠席状況の改善を図っていく。 

卒業認定は、毎年度 3 月に開催される教授会（卒業判定会議）で審議される（9 月

卒業の場合 9 月の教授会・卒業判定会議）。今後も継続して、卒業認定基準を厳正に

運用していく。  

なお、1 年クラスおよび 2 年ゼミの担当教員は、web 上で学生の単位取得状況を確

認しているが、卒業直前に単位不足の状況に陥らないように、2 年秋学期直前に学生

別の卒業要件の確認作業の徹底を図っていく。 

 

 

 

 

3－2 教育課程及び教授方法 

3-2-① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 

3-2-② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 

3-2-③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 

3-2-④ 教養教育の実施 

3-2-⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 

 

（1）3－2 の自己判定 

基準項目 3－2 を満たしている。 

 

（2）3－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-2-① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 

ア カリキュラム・ポリシーの策定 

短期大学部ライフデザイン学科では、前述のディプロマ・ポリシーをふまえて、教

育課程の編成ならびに実施の方針として、コース別にカリキュラム・ポリシーを、次

の通りに定めている。これらの内容は、「学生ハンドブック」にも明記して、学生への

周知を図っている。【資料 3-2-1】 

 

（キャリアデザインコース[地域政策コース、ライフデザインコース]） 

自身や周囲の人々の家庭生活、職場や地域での活動をより豊かで健全なものとする

ことができるよう、居住環境、情報活用、企業活動、地域政策にかかわる分野の教育・    

研究を行う。 

（介護福祉コース[介護福祉士コース]） 

高齢化、長寿化が進行する社会において、介護の知識、技能を有し、介護を必要

とする人が、その人らしい生活を送れるよう支えることができるための教育・研究

を行う。 
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（児童学コース） 

少子高齢化、核家族化が進行する社会において、子ども（就学前児童）の成長と

教育を理解し、子どもの育ちと学びを支えることができるために、子どもの発達と

保育・教育にかかわる分野の教育・研究を行う。 

イ カリキュラム・ポリシーの周知 

   カリキュラム・ポリシーは、学生ハンドブックに明記し、学生へ周知を図ってい

る。【資料 3-2-2】 

3-2-② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 

本学の基本理念と教育目的には、「地域の貢献できる人材育成」とある。ディプロ

マ・ポリシーにも、「地域社会」で「創造的に対応しうる意思と素養」をもった「優

れた職業人」となることを卒業認定の要件として定めている。これに基づき、カリ

キュラム・ポリシーにも、キャリアデザインコースでは「地域政策にかかわる分野

の教育」を明記している。また介護福祉コースは介護福祉士を、児童学コースは保

育士や幼稚園教諭をめざす方向性を明記しており、その延長線上に地域の介護環境

の改善や、幼児環境の改善への寄与をめざす方針は自明である。【資料 3-2-1】 

このように本学のカリキュラム・ポリシーは、ディプロマ・ポリシーとの一貫性

を持って策定されている。 

3-2-③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 

本学では、カリキュラム・ポリシーに定めるコース別の 3 つのポリシーに基づき、

教育課程もこれに基づき編成されている。教育課程の編成にあたっては、短期大学

部ライフデザイン学科の教務委員会で、3 コースの教員が共同で客観的なチェック

を行っている。【資料 3-2-3】 

また、平成 29（2017）年度から、教育課程の体系が容易に理解できるようにする

ため、科目間の連携や科目内容の難易を表す番号をつけ、教育課程の構造を分かり

やすく明示する「科目ナンバリング」を導入した。【資料 3-2-4】 

また、それぞれの科目が適切に計画されているかどうかを、「第 3 者によるシラバ

スチェック」として行っている。【資料 3-2-5】【資料 3-2-6】 

3-2-④ 教養教育の実施 

本学では、ディプロマ・ポリシーに定める卒業認定の基準において、「家庭、職場、

地域社会など広範囲な生活領域で、創造的に対応しうる意思と素養」を有している

ことを明記している。修学において、これを確実なものとするために、3 コースの

特性にかかわる専門教育科目とは別に、教養教育にあたる授業科目を設定している。 

その内容は「教養教育科目」として①基礎、②健康、③大学入門、④ユニバーサ

ル、⑤留学生として設定され、「短期大学部ライフデザイン学科 科目配置表」に明

記されており、学生ハンドブックでも周知されている。【資料 3-2-6】 

3-2-⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 

短期大学部ライフデザイン学科の教員は、以下の方法で、授業内容の工夫と新しい

授業方法の開発、効果的な実施を図っている。 

ア FD 研修会の実施 

本学では、より効果的な修学が可能な教授方法をみいだすために、大学と短期大



びわこ学院大学短期大学部 

44 

学部合同の FD 委員会において、毎年 FD 研修会を企画、実施している。原則的に、

全教職員が参加となっており、平成 29 年度は「アクティブ・ラーニングの方法と

効果」について、外部講師を招いた。各教員は、ここで得られた知見をもとに授業

内容を点検し、平成 30 年度のシラバス作成に反映させた。【資料 3-2-7】【資料 3-2-8】 

イ 非常勤教員に対するアクティブ・ラーニング導入の推奨 

FD 研修会に参加していない非常勤教員にも、アクティブ・ラーニングの導入を

うながすため、短期大学部ライフデザイン学科教務委員長名で、「シラバスの第 3

者チェック」の中で「より主体的、対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）

の視点」をもったシラバスの作成をうながした。【資料 3-2-9】 

ウ 授業改善のためのアンケートと授業評価のアンケート 

本学では、全科目において、授業改善のためのアンケートを実施している。アン

ケートは、各教員自身が、5 回目の授業を目安に実施し、授業内容や方法の改善の

ため利用している。【資料 3-2-10】 

また、受講学生が 10 人以上の科目について、学生による授業評価のアンケート

を実施している。結果は集計され、教員にフィードバックされるほか、大学ポータ

ルサイトに掲示して、全学生が閲覧できるようにしている。【資料 3-2-11】 

卒業時にも学生生活の満足度のアンケートを実施している。【資料 3-2-12】 

エ 授業参観 

教員間での授業公開を全学一斉に行い、各教員が自律的に授業内容や授業方法の

改善・向上や教授方法の工夫・開発に努めている。参観対象者は、特に事由のない

専任教員とし、非常勤教員にも協力を求めている。教員は自由に授業を参観して「授

業参観アンケート」に記入し、ED 委員会へ提出する。FD 委員会は内容を集約し、

選任教員へメール配信している。【資料 3-2-13】 

オ CAP 制の導入 

本学では、履修できる単位数の上限を定め、予習と復習にあてられる学修時間を

確保できるようにする CAP 制を、平成 26（2014）年度から取り入れている。基準

値は「学生ハンドブック」に明記して、学生への周知を図っている。【資料 3-2-14】 

カ 適切な教員配置 

短期大学部ライフデザイン学科の教員数は、短期大学設置基準に沿って適切に配

置している。【資料 3-2-15】 

専任教員の年齢バランスは、採用時に考慮しており、教育課程の運用に支障の無

いようにしている。 

 

＜エビデンス集 （資料編）＞ 

【資料 3-2-1】2017 学生ハンドブック p6 

【資料 3-2-2】2017 学生ハンドブック p6 カリキュラム・ポリシー 

【資料 3-2-3】短期大学部教務委員会議事録…平成 30・29・28 分 

【資料 3-2-4】2017 学生ハンドブック p67 

【資料 3-2-5】シラバス第 3 者チェック資料 

【資料 3-2-6】科目配置表 2017 学生ハンドブック p67 
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【資料 3-2-7】平成 29 年度 FD 研修会資料 

【資料 3-2-8】平成 30 年度シラバス 

【資料 3-2-9】平成 30 年 2 月 21 日付「平成 30 年度シラバスの確認について（依頼）」 

【資料 3-2-10】資料 2-2-11 におなじ 

【資料 3-2-11】資料 2-2-12 におなじ 

【資料 3-2-12】資料 2-2-13 におなじ 

【資料 3-2-13】資料 2-2-4 におなじ  

【資料 3-2-14】履修登録単位数の上限（CAP 制）  2017 学生ハンドブック p23 

【資料 3-2-15】びわこ学院大学短期大学部 教員名簿 2017 学生ハンドブック p173 

 

（3）3－2 の改善・向上方策（将来計画） 

短期大学部ライフデザイン学科の自己点検評価委員会では、社会の変革と地域のニ

ーズの変化を的確にとらえ、それに沿った教育課程を編成するために、ディプロマ・

ポリシーとカリキュラム・ポリシーを、年度ごとに点検する。その結果をふまえて、

必要に応じて見直しを図り、効果的な教育科目の編成を図っていく。 

また、教務委員会では、「シラバスの第 3 者チェック」を徹底し、全教育科目における

アクティブ・ラーニングの導入と活用を図っていく。教養教育科目と専門科目のバラン

スと適切についても、教育課程の体系が容易に理解できるようにするために導入した「科

目ナンバリング」を、より分かりやすいものになるように検討していく。さらに、配置理

解度の向上を目的とした教養教育科目の適切な配置について、引き続き学科レベルで

の検討を重ねていく。 

FD 委員会では、有効な FD への取り組みを日常的に模索し、全学的な研修を定期的

に行うことはもとより、教員各自の主体的な取り組みを支援する。また「授業改善の

アンケート」や「授業評価のアンケート」、「卒業アンケート」も継続し、効果的な利

用を検討していく。 

 

 

 

3－3 学修成果の点検・評価 

3-3-① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 

3-3-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果の

フィードバック 

 

（1）3－3 の自己判定 

基準項目 3－3 を満たしている。 

 

（2）3－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-3-① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 

【事実の説明】 

ライフデザイン学科において、進路・教職支援センターが把握している進路先の
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情報をもとに、卒業生の就職率や職種などを中心に分析を行うことで、三つのポリ

シーを踏まえた学修成果（教育目的の達成状況）の点検・評価方法としている。 

なお、直近の卒業生の進路先は［表 3-3-1］［表 3-3-2］に示したとおりである。 

 

［表 3-3-1］平成 28（2016）年度卒業生の進路先 

コース 

職種 
地域政策 ライフデザイン 介護福祉士養成 計 

民間企業 8 66.7％ 6 100.0% 0 0.0% 14 33.3% 

医療・福祉 0 0.0％ 0 0.0％ 23 95.8% 23 54.8% 

進学 0 0.0％ 0 0.0％ 1 4.2% 1 2.4% 

公務員 2 16.7％ 0 0.0％ 0 0.0% 2 4.8% 

家事・その他 2 16.7％ 0 0.0％ 0 0.0% 2 4.8% 

計 12 100% 6 100% 24 100% 42 100% 

 

［表 3-3-2］平成 29（2017）年度卒業生の進路先 

コース 

職種 
地域政策 ライフデザイン 介護福祉士養成 計 

民間企業 9 90.0%  9 60.0% 2 6.9% 20 37.0% 

医療・福祉 1 10.0% 5 33.3% 25 86.2% 31 57.4% 

進学 0 0.0% 1 6.7% 0 0 1 1.9% 

公務員 0 0.0% 0 0.0% 2 6.9% 2 3.7% 

家事・その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0 0 0.0% 

計 10 100.0% 15 100.0% 29 100.0% 54 100.0% 

 

ライフデザイン学科では、平成 29（2017）年度の卒業生の進路先状況として、

ライフデザイン学科の地域政策コースとライフデザインコースの卒業生 25 名中 24

名（96.0％）が地元を中心とした民間企業に、介護福祉士養成コースの卒業生 29

名中 25 名（86.2％）が医療・福祉関係施設への就職となっている。また、その前

年度（平成 28（2016）年度）においてもライフデザイン学科の地域政策コースと

ライフデザインコースの卒業生 18 名中 14 名（77.8％）が企業就職し、介護福祉士

養成コースの卒業生 24 名中 23 名（95.8％）が医療・福祉関係施設への就職となっ

ており、「生活設計に関わる広範な知識・技術を教授し企業実務及び福祉に関して高

度な専門性を有する人材を育成する」という学科の教育目的が達成されている。 

 

イ 学生の就職先等へのアンケート調査による三つのポリシーを踏まえた学修成果 

（教育目的の達成状況）の点検・評価方法 

平成 29（2017）年度、進路支援課が前年度に引き続き、企業向けのアンケート

調査を実施した。具体的には、①本学卒業生の印象について 20 項目を列挙して、

それぞれに 5 段階で評価するとともに、②その企業が採用にあたって重視する項目
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を先の 20 項目の中から 5 点を選択してもらった。 

これをもとに、企業が「採用にあたって重視する点」と「本学卒業生の印象評価」

（平成 27（2015）年度・平成 28（2016）年度卒業生）の対応関係を分析したとこ

ろ、「採用に当たって重視する点」の上位 12 項目の内 10 項目が、「本学卒業生の印

象評価」の上位項目とほぼ一致しており、企業が求める学生を送り出せていること

が確認できた。［表 3-3-3］ 

 

［表 3-3-3］ 「企業が重視する点」と「本学卒業生の印象評価」の比較 

平成 27(2015)年度及び平成 28(2016)年度卒業生 
就職先企業・施設アンケート調査（短期大学部） 

回答／調査 ＝ 36／79（回答率 45.6%） 
・採用にあたって、 
どのような点を重視されますか 

 ・本学の卒業生の印象について、 
 どのように評価されますか 

 （社）   （5 段階評価の平均） 

1 誠実である 28  1 誠実である 4.2 

2 責任感がある 21  2 人への思いやりがある 4.1 

2 人への思いやりがある 21  2 行動力がある 4.0 

4 熱意・意欲がある 18  4 責任感がある 3.8 

5 協調性がある 17  4 熱意・意欲がある 3.8 

6 社会常識がある 15  4 協調性がある 3.8 

7 コミュニケーション能力がある 14  7 粘り強さがある 3.7 

8 粘り強さがある 12  7 仕事への理解力がある 3.7 

9 行動力がある 8  9 社会常識がある 3.5 

9 柔軟性がある 8  9 柔軟性がある 3.5 

 

【自己評価】 

専門職養成という教育目的に向けて、学修や生活環境、教職員の支援が効果的に

機能しており、卒業生の就職先の企業等からも概ね良好な評価を受けていることか

ら、本学の建学精神である「地域に貢献する人材の育成」は内外に浸透しているも

のと認識している。 

 

3-3-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果の

フィードバック 

【事実の説明】 

達成目標の評価にあたり、進路状況調査や就職先等への調査アンケートの結果は、

進路・就職支援センター企画運営委員会で報告され、学内で情報共有を図っている。

学科は、これらの結果をもとに次期カリキュラム作成や学修指導改善などに取り組

んでいる。ライフデザイン学科においては、平成 23（2011）年度、平成 25（2013）

年度、平成 29（2017）年度にカリキュラムの改訂を実施した。現在は、平成 30（2018）

年度の次期改訂に向け準備を進めているところである。【資料 3-3-1】【資料 3-3-2】

【資料 3-3-3】【資料 3-3-4】【資料 3-3-5】 
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【自己評価】 

本学では、卒業生の進路先状況調査や学生の就職先等へのアンケート調査の点

検・評価結果は、教育内容（カリキュラム）の改善（訂）のための資料として、ま

た、先述の授業評価アンケートや教員相互による公開授業の点検・評価結果は、教

育方法や学生指導等の改善資料としてフィードバックされており、教育内容、教育

力の全般的なレベルアップが図れているものと認識している。 

 

＜エビデンス集 （資料編）＞  

【資料 3-3-1】2011 学生ハンドブック （pp.34-37.）2010 年度生カリキュラム 

【資料 3-3-2】2011 学生ハンドブック （pp.38-41.）2011 年度生カリキュラム 

【資料 3-3-3】2013 学生ハンドブック （pp.42-45.）2013 年度生カリキュラム 

【資料 3-3-4】びわこ学院大学短期大学部 中期計画 

【資料 3-3-5】2017 学生ハンドブック （pp.62-71.）2017 年度生カリキュラム 

 

（3）3－3 の改善・向上方策（将来計画） 

平成 29 年度、地域政策コースとライフデザインコースは、第 3 期の卒業生を輩

出するが、今年度地域政策コースからの公務員への就職は無かった。しかし、「地域

に貢献する人材育成」という目的は地元企業、医療・福祉施設への就職率から、こ

れまでどおり果たせているといえる。 

今後は、次年度児童学コースが初めての卒業生を輩出するので、公立の保育園や

幼稚園への就職対策が求められる。更に、キャリアデザインコースも初めての卒業

生を輩出するので、公務員試験合格を目指して、更なる努力が必要である。 

 

 

［基準 3 の自己評価］ 

本学は、ディプロマ・ポリシーを定め、学生に周知し、これを踏まえた単位認定基準、

卒業認定基準を厳正に適用している。またディプロマ・ポリシーと一貫性をもったカリ

キュラム・ポリシーにそって教育課程を体系的に編成し、FD 委員会を中心に教授方法

の工夫と開発、効果的な実施に努めている。さらに卒業生の就職率や職種などを、就職

先に対するアンケート結果をまじえて分析し、成果を確認している。 
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基準４．教員・職員 

 

4－1 教学マネジメントの機能性 

4-1-① 

 

4-1-② 

4-1-③ 

大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの

確立・発揮 

権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築 

職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性 

 

（1）4－1 の自己判定 

基準項目 4－1 を満たしている。 

 

（2）4－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-1-①大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの確立・発揮  

【事実の説明】 

本学の教学上の意思決定は、学長が議長となる教授会において、学務運営全般に

わたって審議・決定している。教授会には各分野を専門的に調査・検証する委員会

を設けており、学長や教授会からの諮問をはじめ、教学上の事案に関して掘り下げ

た協議を行っている。 

また、人事、予算、外部連携など大学運営に関する基本的事項については、教授

会での審議に先立ち、法人理事長、学長及び事務局長からなる「三役会議」におい

て調整を図っている。なお、大学と法人全般に係わる事項である予算・人事、規程

の整備、組織の改編、施設整備、対外的な交流（提携、協定等）等については、学

校法人の理事会及び評議員会において審議し承認・了承を得ることとしている。 

「理事会業務委任規則」では、「理事会は、びわこ学院大学短期大学部の管理・運

営に関する業務のうち、教育・研究に関する業務をびわこ学院大学短期大学部学長

に委任することができる」としており、学長には大学を統括して運営にあたる権限

と責任が付託されている。【資料 4-1-1】 

意思決定の具体的なプロセスは、「三役会議」から「企画運営会議」「教授会」「学

科会議」及び「コース会議」に至る各組織での協議を踏まえて意見集約を図ってい

る。さらに、18 の委員会と「事務局部課長会議」が意思伝達と業務執行の補完的機

能を果たしている。なお、一連の会議には関係する事務職員も参画していることか

ら、実務レベルでの情報交換と意識の統一などコミュニケーションの促進にも機能

している。 

教学上の意思決定は、教授会が中核的機能を担っている。学長は教授会を主宰し、

本学の将来構想や入試、教務、学生支援、学生進路等の事案について会議をリード

し、集約された事項について、業務を指揮・執行する。また、学長、学部長、学科

長、教務部長、学生部長、入学部長、図書館長、学長推薦教員及び事務局長からな

る「企画運営会議」では、教授会事案の事前調整や当面する運営諸課題などを横断

的に協議・調整し、学長のリーダーシップのもとに、学務を実行している。 

教授会の下に設置する委員会では、各委員会規則に則って運営され、委員長は審
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議経過を学長に報告するとともに、必要な事項については教授会の審議に付し、学

長が最終決定を行う。一方、学部と短期大学部に共通する組織としての 4 センター

（入学センター、実習・実践支援センター、進路・就職支援センター、外部連携研

究センター）は、各センター長がセンターの運営規則に則り職務を遂行している。

特に、重要事項や全学的に取り組む事案等に関しては、教授会での審議を踏まえ、

学長の了解の下で業務を執行している。 

 

【自己評価】 

本学は、小規模大学としての特色を生かして事務執行のスピード化を重視してい

る。管理・運営に関する全般的事項については、学長が主宰する企画運営会議にお

いて総括的な審議を行い、三役会議などを通して理事長との連携を適切に確保して

いる。また、教学面については、学長を議長とする教授会で意志決定を行っており、

学長のリーダーシップが適正に発揮される体制のもとで、組織的な大学運営が実行

されている。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞ 

【資料 4-1-1】理事会業務委任規則（学校法人滋賀学園規程集 1-3） 

 

4-1-②権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築 

【事実の説明】 

本学運営の基本的方針については、「三役会議」で協議し、その内容に基づいて学

長が業務執行することを原則としている。この「三役会議」は、各週の定例会議の

ほかに、緊急事案についてはその都度臨時に開催しており、協議内容については、

「企画運営会議」において総合調整を図った後、教授会（事案によっては「事務局

部課長会議」）を通して学内に周知している。【資料 4-1-2】 

これらの組織は学長が主宰（「事務局部課長会議」にあっては事務局長）している

ことから、その権限と責任の所在は明確である。また、教授会の傘下にある常置の

委員会等については、それぞれの委員会規程に基づき運営しており、委員長または

代行者は円滑な運営と業務執行にあたる一方、全学横断的に確認を必要とする事項

については、教授会において審議経過等についての報告を行う。【資料 4-1-2】 

教授会については、平成 29（2017）年度は毎月第 4 水曜日に開催した。その構

成は、教授、准教授、専任講師、助教及び事務局委員（総務部長・教務課長・学生

支援課長）で組織し、学長が会務を主宰する。 

教授会には下部機関として 18 の委員会を組織している。これらの委員会は月次

の定例日に開催し、学長または教授会からの諮問事案をはじめ、教学・教務に係る

事務作業などについての具体的な検討を行い、その内容を学長に報告する。学長は

これらの検討結果をもとに、必要と認める事項について教授会に諮り、その審議経

過をもとに最終決定を行う。 

 

主要な委員会の審議・協議内容は以下のとおりである。 
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1）教務委員会 

教育課程の編成、運営をはじめ、学生の転学、留学、休学及び退学除籍等に関す

る事項を協議し、教授会に上申するほか、単位互換制度、既修得単位の認定、聴

講生、研究生、科目等履修生及び留学生に関することなどを審議検討する。 

2）学生委員会 

学生が学園生活を円滑に過ごすことができるよう総合的支援を行うことを目的と

して設置されている。また、進路支援や学生会・課外活動支援などの学生支援を

行っている。 

3）自己点検・評価委員会 

自己点検・評価に関する必要な事項を審議するとともに、教職員の資質の向上に

資する組織的な取り組みの提案、実行などを所掌している。 

4）図書館委員会 

附属図書館として、充実した図書館運営の在り方を協議することを目的に設置さ

れている。 

短期大学士教育課程の教学組織については、短期大学部部ライフデザイン学科に

は「児童学コース」「介護福祉コース」「キャリアデザインコース」の 3 つのコース

を設け、学科会議と個別のコース会議を組織している。学科や各コースからの審議・

要望事項については、学科長連絡会議により学長に提案する。 

この他、教育目的をより重層的に実践するため、「入学センター」「実習・実践支

援センター」「進路・就職支援センター」「外部連携研究センター」の学部教育を支

援する 4 機関を開設している。 

「入学センター」は、学生募集活動や入試事務を所掌するとともに、AO 入試等

で早期に本学入学が決まった高校生に対する「入学前学習」の支援にあたっている。 

「実習・実践支援センター」は、各種の実習に関わる業務全般を所掌するととも

に、卒業生に対する実践指導も行っている。 

「進路・就職支援センター」は、在学生の進路決定や就職指導を所掌するととも

に、外部機関における学生のインターンシップ活動を支援している。 

「外部連携研究センター」は、大学と地域との連携を深める各種事業の企画・実

践や自治体や関係機関・団体との協賛活動など学外への発信機能を所管するほか、

外部資金の獲得や関連する事項の情報収集及び調査・研究を実施する。 

これらのセンターには、それぞれ「企画運営委員会」を置き、所掌事務に係る企

画・運営と事業推進についての審議を行い、本学の教学活動を補完するとともに、

地域の社会活動を支援し、活性化に寄与している。【資料 4-1-3】【資料 4-1-4】【資

料 4-1-5】【資料 4-1-6】 

 

【自己評価】 

大学運営にあたっては、開学以来大学設置申請書に即して、各組織のリーダーは

責任感をもって職務を遂行しており、大学組織は有効に機能してきた。 

［図 4-1-18］「教学組織」については、すべて規程を整備しており、各組織の権

限と責任を明確にしているとともに、機能性も確保している。 
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＜エビデンス集（資料編）＞ 

【資料 4-1-2】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 三役会議 運営要領 

（学校法人滋賀学園規程集 4-20） 

【資料 4-1-3】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 入学センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-9） 

【資料 4-1-4】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 実習・実践支援センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-14） 

【資料 4-1-5】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 進路・就職支援センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-11） 

【資料 4-1-6】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 外部連携研究センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-13） 

【資料 4-1-7】びわこ学院大学短期大学部 教務委員会規程 （学校法人滋賀学園規程集 3-34） 

【資料 4-1-8】びわこ学院大学短期大学部 学生委員会規程 （学校法人滋賀学園規程集 3-35） 

【資料 4-1-9】びわこ学院大学短期大学部 自己点検・評価委員会規程 

       （学校法人滋賀学園規程集 3-38） 

【資料 4-1-10】びわこ学院大学短期大学部 図書館委員会規程 

（学校法人滋賀学園規程集 3-36） 

【資料 4-1-11】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 企画運営会議規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-8） 

［図 4-1-18］  びわこ学院大学短期大学部 教学組織図 
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4-1-③ 職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性 

【事実の説明】 

組織編成については、「法人本部規程」、「事務組織規程」及び「びわこ学院大学短

期大学部組織運営規程」に則って法人の部署の設置とその所管業務及び各課の事務

分掌を定め、能率的に業務が行えるよう、役割を明確にしている。これらの規程に

基づき、本学園全体の人員配置のバランスを考慮しつつ、大学の業務に適った適材

適所の人事のもとに、効率的な業務執行を心掛けている。【資料 4-1-12】【資料 4-1-13】

【資料 4-1-14】 

具体的には、法人の事務組織については、学校法人滋賀学園組織規程に示すとお

り、法人全体の管理運営を所掌する法人事務局、大学と短期大学部の管理運営を所

轄し、主として教育・研究を支援する大学・短期大学部事務局を設置しているほか、

滋賀学園中学・高等学校ならびに附属こども園に事務室を置いている。 

大学及び短期大学部は、大学事務局が短期大学部事務局を兼任しており、事務局

長の下に総務部、教務部、学生部、入学部、総合企画部、図書館を置き、総務部に

は総務課、教務部には教務課及び実習・実践支援課、学生部には進路・就職支援課

および学生支援課、入学部には入試広報課、総合企画部には総合企画課及び外部連

携支援課、図書館には図書課を設置し、それぞれの部局には専任職員を配置してい

る。 

また、入学センター、実習・実践支援センター、進路・就職支援センター及び外

部連携研究センターにはセンター長と事務局兼務の事務職員を置き、入試業務及び

授業や教員の教育研究活動支援、地域とのさまざまな交流活動の窓口として機能し

ている。 

以上の各部には部長（次長）、課には課長、センターにはセンター長を置き、役割

を明確にするとともに権限と責任の明確化も図っている。 

大学経営の総合調整を図る機関とし組織した「企画運営会議」では、学長、学部

長、学科長、各委員会委員長などの教員の他に、事務局長と総務部長が教学マネジ

メントに参加している。また、教務部門と管理部門相互の連携や意識統制、情報共

有の機会とし、経営マネジメントに参加する機会をもっている。 

この他、全学的な常置委員会として設置している「教務委員会」、「学生委員会」、

「入学センター企画運営委員会」、「図書館委員会」などにも、関係課長が委員とし

て参画しており、教学・経営に事務の意向が反映できる形となっており、業務執行

の機動性は適正に確保されている。【資料 4-1-7】【資料 4-1-8】【資料 4-1-3】【資料

4-1-10】 

また、事務部門にあっては、「部課長会議」を組織している。毎月定例会議を開催

しており、各種会議の決定事項の伝達やスケジュールの調整など事務局内の意見調

整と事務機能の向上に向けての意見交換などが行われている。なお、これらの会議

には必要に応じ理事長が出席し、情報の共有を図っている。【資料 4-1-15】 

 

【自己評価】 

法人の使命・目的の達成や教育・研究を支援するための業務体制が整備されてお
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り、適切に機能している。しかしながら、実務能力の脆弱性も否めないことから、

次世代を担う人材の育成を計画的に進めるとともに、適正な人事配置による事務力

向上に配意する必要がある。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞ 

【資料 4-1-12】法人本部規程（学校法人滋賀学園規程集 1-4） 

【資料 4-1-13】事務組織規程（学校法人滋賀学園規程集 1-5） 

【資料 4-1-14】びわこ学院大学短期大学部 組織運営規程（学校法人滋賀学園規程集 3-1） 

【資料 4-1-7】びわこ学院大学短期大学部 教務委員会規程（学校法人滋賀学園規程集 3-34） 

【資料 4-1-8】びわこ学院大学短期大学部 学生委員会規程（学校法人滋賀学園規程集 3-35） 

【資料 4-1-3】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 入学センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-9） 

【資料 4-1-10】びわこ学院大学短期大学部 図書館委員会規程 

（学校法人滋賀学園規程集 3-36） 

【資料 4-1-15】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 部課長会議設置要綱 

（学校法人滋賀学園規程集 4-21） 

 

（3）4－1 の改善・向上方策（将来計画） 

人事、予算、外部連携など大学運営に関する基本的事項については、教授会での審

議に先立ち、法人理事長、学長及び事務局長からなる「三役会議」において調整を図

っていたが、平成 30 年度より大学学部長、学科長および短期大学部学科長も加わり

検討・調整することとしたことから、情報の共有・意識統制が図られ教学マネジメン

ト機能を向上させることができる。また、学長のリーダーシップが適正に発揮される

体制のもとで、組織的な大学運営を計画することになる。 

 

 

 

4－2 教員の配置・職能開発等 

4-2-① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置 

4-2-② FD をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・開発と効果的な実施 

 

（1）4－2 の自己判定 

基準項目 4－2 を満たしている。 

 

（2）4－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-2-① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置 

【事実の説明】 

本学における学科の教員数は、エビデンス集・データ編【表 F-6】に示すとおり

であり、短期大学設置基準に沿って適切に配置している。専任教員の年齢バランス

は、採用時に考慮しており、教育課程の運用に支障の無いようにしている。専任教
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員の年齢別比率は、60 代以上 44.4％、50 代 22.2%、40 代 33.3%となっている。 

専任と非常勤の教員構成は、専任教員数が 9 名、非常勤教員数が 44 名であり、

また専任教員による開設授業科目数は 52 科目、非常勤によるものは 57 科目であり、

専任教員の占める授業科目比率は 47.7％である。【資料 4-2-1】 

本学における教員の採用及び昇任に関する資格審査等は、「びわこ学院大学短期大

学部教員選考規程」に基づき適切に実施している。教員の選考にあたっては、人事

委員会において、最終学歴、学位、研究業績、社会貢献等の審査をもとに判定し、

委員会の推薦を受けた候補者が教授会の審議を経て学長が理事長に推挙し、理事会

において決定される。【資料 4-2-2】 

採用の形態は、任期を設けない採用と年限を固定した任期制採用を併行して実施

している。【資料 4-2-3】 

教員の昇任も同様に、「びわこ学院大学短期大学部教員選考規程」に基づき、人事

委員会、教授会、理事会を経て決定されている。 

教員評価については、教員が年度ごとに「教育研究活動業績申告書」を学長に提

出し、評価結果を教員に報告し、また昇進等への参考資料としている。【資料 4-2-4】 

 

【自己評価】 

教員の採用、昇任は、適切な手続きを経て決定しており、その評価は客観的、継

続的に実施している。その結果、ライフデザイン学科の専門分野に応じて必要な専

門教員を確保し、適切に配置している。 

 

＜エビデンス集・データ編＞  

【表 F－6】全学の教員組織 

【表 2－15】専任教員の学部ごとの年齢別の構成 

 

＜エビデンス集（資料編）＞  

【資料 4-2-1】2017 学生ハンドブック （p.170） 

びわこ学院大学短期大学部 教員名簿    【資料 F-5】より 

【資料 4-2-2】びわこ学院大学短期大学部 教員選考規程 （学校法人滋賀学園規程集 3-13） 

【資料 4-2-3】びわこ学院大学短期大学部 就業規則 第 3 条（学校法人滋賀学園規程集 3-2）  

【資料 4-2-4】平成 29（2017）年度 教育研究活動等の業績申告票 

平成 29（2017）年度 教育研究活動業績に関わる教員評価結果報告書 

 

4-2-② FD をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・開発と効果的な実施 

【事実の説明】 

教員の研修は、平成 29（2017）年度は FD 研修を 2 回行った。【資料 4-2-5】【資

料 4-2-6】 

FD 活動としては、学期ごとに学生による授業評価アンケートを実施している。

また、毎年度 11 月に教員間での公開授業を実施しており、これらの結果は FD 委員

会において報告会等を実施することにより情報の共有化を図るとともに、授業改善
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や教育力の向上に役立てている。【資料 4-2-7】【資料 4-2-8】 

 

【自己評価】 

FD 委員会による研修会、公開授業の実施、授業評価アンケートの実施などによ

り教員の資質向上・能力向上への取り組みも積極的に行っており、基準を満たして

いる。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞  

【資料 4-2-5】平成 29（2017）年度 第 1 回 FD 研修会報告書 【資料 2-2-4】に同じ 

【資料 4-2-6】平成 29（2017）年度 第 2 回 FD 研修会報告書 【資料 2-2-5】に同じ 

【資料 4-2-7】平成 29（2017）年度 授業評価アンケート報告書（春学期、秋学期） 

【資料 4-2-8】平成 29（2017）年度 公開授業参加報告書 【資料 2-2-6】に同じ 

 

（3）4－2 の改善・向上方策（将来計画） 

本学は、介護福祉士や保育士などの養成校であるため、実習を通しての福祉現場で

の学びが必要不可欠である。そのため、介護福祉コースや児童学コースには、現場実

績の豊富な専任教員を配置し、現場での指導を強化していきたい。また、FD 委員会

による研修会や公開授業、授業評価アンケートの実施結果などにより、更なる教員の

資質向上・能力向上への取り組みも積極的に行っていきたい。 

 

 

 

4－3 職員の研修 

4-3-① ＳＤ (Sttaff Development)をはじめとする大学運営に関わる職員の資質・能

力向上への取組み 

 

（1）4－3 の自己判定 

基準項目 4－3 を満たしている。 

 

（2）4－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-3-① SD をはじめとする大学運営に関わる職員の資質・能力向上への取組み 

【事実の説明】 

大学・短期大学部事務局で実施する全体研修の場として、SD（Staff Development）

研修会を年間 1 回ないし 2 回開催している。事務局長が中心となりタイムリーな研

修テーマを設け実施している。また、学外研修として、業務内容の専門に特化した

研修が大学関係団体により多数開催されていることから、実務分野職員の知識習得

の機会として、若手からベテラン職員まで積極的な参加を促している。日本私立大

学協会、日本高等教育評価機構、私学経営研究会等関係団体が主宰する研修会や定

例セミナーなど、延べ多数の職員が参加している。 

こうした機会を活用することで、大学職員としての意識の向上と他機関とのネッ
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トワークづくりなど実務知識の習得や情報収集に役立てている。この他、自己啓発

研修においては、受講料および交通費を支給することで研修機会を増加するきっか

けとなっている。 

平成 29（2017）年度も、多種多様な情報収集や本学が進む方向性について共通

認識を深めることなどを目的として SDとFDの合同研修会を実施した。【資料 4-3-1】 

 

【自己評価】 

職員の現有体制がより一層機能するよう、研修機会の提供や自主研修の支援など、

資質・能力の向上ための環境整備がなされているものと認識している。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞ 

【資料 4-3-1】平成 29（2017）年度 FD/SD 研修会開催状況  

 

（3）4-3 の改善・向上方策（将来計画） 

今日、少子化の進展に伴い、進学志望者の全入時代が到来するなど、大学を取り巻

く環境は一層厳しくなっている。こうしたなかで、大学の存在感を維持、高揚するた

めには、教員は教育と研究、職員は事務執行といった画一的な機能分担ではなく、互

いに大学の将来を展望し、双方が補完しあう視点と大学人としての見識が求められる。 

また、限られた組織体制であるが、教職員一人ひとりが持てる能力を存分に発揮で

きるよう適正な人事、組織編成に心掛けるとともに、高度な知識や対応力の修得に向

けて、教員・職員との合同研修会の開催や外部研修への自主参加の支援など、教職員

の潜在的能力がより一層発揚されるようさまざまな機会を効果的に活用しながら研鑽

を深めていきたい。 

 

 

 

4－4 研究支援 

4-4-① 研究環境の整備と適切な運営・管理 

4-4-② 研究倫理の確立と厳正な運用 

4-4-③ 研究活動への資源の配分 

 

（1）4－4 の自己判定 

基準項目 4－4 を満たしている。 

 

（2）4－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-4-① 研究環境の整備と適切な運営・管理 

【事実の説明】 

研究活動支援として、平成 26（2014）年度より外部連携研究センターを設置し、

研究活動を活性化させるための取り組みを検討、実施している。【資料 4-4-1】 

まず、大学の経費から基本的研究費として、常勤教員（教授・准教授・講師・助
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教）に対して個人研究費（年額 25 万円）が支給されており、研究室としての個室

も準備されている。【資料 4-4-2】【資料 4-4-3】 

また、学内の競争的資金としては、学長裁量経費（「プロジェクト経費」）制度を

設け、個人研究費では支弁し難い多額の備品費や旅費交通費等を補い、研究活動推

進に努めてきた。【資料 4-4-4】学外の競争的資金については、科学研究費助成事業

への申請を全教員に促しており、平成 25（2013）年度からは、「科研費応募要項説

明会」を年に 1 回、申請時期（9 月～10 月）に開催している。【資料 4-4-5】 

次に、研究時間について、専任教員にあっては、原則として週 5 日を出校日とし

たうえで、所定の時間内に授業、研究および学生指導等にあたることとし、そのう

ちの 1 日については教員の申請に基づき学外研修日として認め、研究に専念する時

間を確保できるようにしている。 

この他、「国内研究員（月または 1 年）規程」、「在外研究員（長期 3 か月以上 1

年以下、短期１か月以内）規程」を設け、国内外大学・研究機関へ研究または調査

派遣を行い、研究の活性化を図っている。【資料 4-4-6】【資料 4-4-7】 

4-4-② 研究倫理の確立と厳正な運用 

【事実の説明】 

研究倫理に関する学内規程については、平成 21（2009） 年に「教員研究に関す

る内規を定めた。【資料 4-4-8】また、平成 24（2012）年度には、文部科学省のガ

イドライン等に基づき、「『人を対象とする研究』倫理ガイドライン」、「倫理審査委

員会規程」、「外部研究費補助金の不正使用の防止または不正使用の調査に関する規

程」を制定した。さらに、平成 27 年度には「外部研究費補助金の不正使用の防止

または不正使用の調査に関する規程」を「研究活動の不正行為の防止に関する規程」

に改訂（整備）している。これらの規程等の整備によって研究倫理におけるルール

及び学長、学部長、学科長、事務局長等学内の役割と責任の明確化し、研究倫理の

確立と厳正な運用に努めている。【資料 4-4-9】【資料 4-4-10】【資料 4-4-11】【資料

4-4-12】 

具体的な研究倫理及び研究に関し遵守すべき事柄に関する研修の取組みとして、

コンプライアンス推進責任者（学部長）の下、年 1 回研修会を実施している。研修

会は、原則として全専任教職員に出席を求め、研修ＤＶＤの視聴、事後に「理解度

チェック」と「誓約書」の提出を求めている。 

平成 29（2017） 年度は、教職員 16 名の参加があり、参加できなかった教職員

についても個々に 。この他、日本学術振興会作成の『科学の健全な発展のために

－誠実な科学者の心得－』を配架し教職員に通読の案内を行っている。【資料 4-4-13】

【資料 4-4-14】 

研究倫理に関わる学内審査については、人を対象とする研究のうち、倫理上の問

題が懸念される研究を行う場合等に倫理審査委員会をおいて審査をしている。 

また、外部研究資金の執行にあたっては、平成 23（2011）年度に「外部研究費

補助金取扱規程」、「外部研究費補助金使用に関する取扱細則」を設け、契約、購買、

検収、監査等に事務職員が積極的に関与する体制や仕組みをつくり、研究費の不正

使用防止に努めている。【資料 4-4-15】【資料 4-4-16】 
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さらに、学部教育のなかでも研究倫理の教育を位置づけ、平成 30（2018）年度

より、卒業必修科目である「スタディスキルズⅠ」において研究倫理に関する基礎

教育を行うこととしている。【資料 4-4-17】 

4-4-③ 研究活動への資源の配分 

「中期経営計画（平成 26 年 12 月策定）」において、『ウ. 教育研究経費比率とし

て 30%を確保すること。』と定め、研究活動への積極的な資源配分に努めている。

平成 27（2015）年度の教育研究費率は 27.9％、平成 28（2016）年度の同比率は

25.2％となっている。【資料 4-4-18】【資料 4-4-19】 

 

＜エビデンス集 （資料編）＞ 

【資料 4-4-1】 びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 外部連携研究センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-13） 

【資料 4-4-2】 びわこ学院大学短期大学部 個人研究費規程（学校法人滋賀学園規程集 3-） 

【資料 4-4-3】 びわこ学院大学専任教育職員勤務規程 

【資料 4-4-4】 平成 29 年度びわこ学院大学学長裁量経費（プロジェクト経費）公募要領 

【資料 4-4-5】 平成 29 年度「科研費応募要項説明会」案内 

【資料 4-4-6】 びわこ学院大学短期大学部 国内研究員規程（学校法人滋賀学園規程集 3-23） 

【資料 4-4-7】 びわこ学院大学短期大学部 在外研究員規程（学校法人滋賀学園規程集 3-26） 

【資料 4-4-8】 びわこ学院大学短期大学部 教員研究に関する内規 

（学校法人滋賀学園規程集 3-22） 

【資料 4-4-9】 びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 

「人を対象とする研究」倫理ガイドライン（学校法人滋賀学園規程集 4-23） 

【資料 4-4-10】 びわこ学院大学・びわこ学院大学倫理審査委員会規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-24） 

【資料 4-4-11】 びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部  

外部研究費補助金の不正使用の防止または不正使用の調査に関する規程 

（学校法人滋賀学園規程集 3-51） 

【資料 4-4-12】 びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 

研究活動の不正行為の防止に関する規程  （学校法人滋賀学園規程集 4-27） 

【資料 4-4-13】 びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部「理解度チェック」 

【資料 4-4-14】 びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部「誓約書」 

【資料 4-4-15】 びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 外部研究費補助金取扱規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-25） 

【資料 4-4-16】 びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 

外部研究費補助金使用に関する取扱細則 （学校法人滋賀学園規程集 4-26） 

【資料 4-4-17】 びわこ学院大学「スタディスキルズⅠ」シラバス 

【資料 4-4-18】 びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 中期経営計画 

（平成 26 年 12 月策定） 

【資料 4-4-19】 びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 教育研究費率推移 
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（3）4－4 の改善・向上方策（将来計画） 

・教育活動資金収入の安定的な確保に努めるとともに、教育研究経費比率 30%以上の維

持に努める。 

・科研費応募要項説明会の活性化をはかり、専任教員の科研費申請率が 50%を超過でき

るようにする。 

・学長裁量経費（「プロジェクト経費」）制度の充実・継続に努め、研究活動の推進をは

かる。 

 

 

［基準 4 の自己評価］ 

本学における教学マネジメントの機能性については、学長のリーダーシップの下、組

織的な大学運営がなされており、教授会などの組織上の位置付け及び役割も明確になっ

ている。教学マネジメントの遂行に必要な職員も適切に配置し、役割を明確化している。 

教員の配置・職能開発等については、大学に必要な専任教員を確保し、配置しているが、

今後は、子ども学科における幼保専任教員の増員及び小学校教科（英語）専任教員の配

置が望まれる。教員の採用・昇任については、規則を定め、適切に運用している。また、

FD,その他教員研修及び職員の SD 研修については、資質・能力向上のための研修などの

組織的な実施とその見直しを行っている。 

研究支援については、研究倫理に関する規則を整備し、厳正に運用している。更に研究

活動のための外部資金の導入の努力を行っている。 

小規模大学のため、様々な課題はあるが、その都度課題を的確に把握し、改善に向けて

鋭意努力を重ねていきたい。 
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基準 5．経営・管理と財務 

5－1 経営の規律と誠実性 

5-1-① 

5-1-② 

5-1-③ 

経営の規律と誠実性の維持 

使命・目的の実現への継続的努力 

環境保全、人権、安全への配慮 

 

（1）5－1 の自己判定 

基準項目 5－1 を満たしている。 

 

（2）5－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-1-① 経営の規律と誠実性の維持 

【事実の説明】 

学校法人滋賀学園の経営理念として「この法人は、教育基本法ならびに学校教育

法および就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律

に従い、学校教育および保育を行い、個性ゆたかな人材を育成することを目的とす

る。」と、寄附行為に明記している。また、建学の精神については、「国際的視野に

立ちながら、将来ますます多様化する未来社会に対応していくことができるように、

広く一般教養を高め、各自の個性を尊重し、情緒豊かな人間性を育み、人間愛に満

ち、自立心に富んだ、有為の人間を育成するものであり、未来の地域社会を切り拓

く創意と意欲を持った人材の育成を目指す。」としている。【資料 5-1-1】【資料 5-1-2】 

本学の運営については、以上の基本指針に則って関係規程を整備するとともに、

学園関係者が協働しながら法規範に準拠して執行している。 

 

【自己評価】 

本学園では、教育基本法及び学校教育法の遵守はもとより、各法令に準拠した規

律ある管理運営を行っている。個別具体の事案にあたっては、教授会をはじめとす

る各種委員会において誠実に取り組まれており、本学の経営に一貫性を確保してい

る。また、本学の建学の精神が地域社会への貢献であることに鑑み、地域との連携

を重視した大学運営に努めている。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞  

【資料 5-1-1】寄附行為 （学校法人滋賀学園規程集 1-1） 

【資料 5-1-2】2017 学生ハンドブック （p.2） 建学の精神 

 

5-1-② 使命・目的の実現への継続的努力 

【事実の説明】 

本学の使命・目的を堅実に推進するためには、教育の質の向上と機能的な組織体

制が求められる。 

大学の教学運営に関しては、教務、学生支援、進路・就職支援委員会等で審議結

果を踏まえながら、教授会において総括的な審議・協議を行っている。また、学部・
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短期大学部にまたがる諸事案については、学長が主宰する「企画運営会議」での総

合調整を経て、全教職員が協働して業務を執行している。 

学校法人と大学運営の連携については、学長は法人の理事との評議員を兼任し、

学園の意志決定機関である理事会や評議員会の場において、大学運営の基本的方針

や事業の進捗状況等について自ら説明するなど、審議と議決に参画しており、大学

と法人の間での意思疎通は確保されている。【資料 5-1-3】 

また、大学運営に関わる主要事項については、企画運営会議や教授会等に諮る前

に「三役会議」において意見調整が図られており、使命・目的の推進態勢は整って

いる。 

 

【自己評価】 

以上のように、理事会または教授会等の審議をもとに、本学の使命や目的達成に

向けて教職員が緊密に連携し、協力し合いながら戦略的かつ継続的な取り組みを続

けている。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞  

【資料 5-1-3】理事会会議規則（学校法人滋賀学園規程集 1-2） 

理事会業務委任規則（学校法人滋賀学園規程集 1-3）  

 

5-1-③ 環境保全、人権、安全への配慮 

【事実の説明】 

ア 環境保全 

本学は、東近江市の緑豊かな自然に囲まれた布引丘陵に立地し、特に、正門付近

のアカマツの自然林群は、昔日の面影を留める貴重な風景を形成しており、キャン

パスのシンボルとなっている。 

CO2 削減や節電などの省エネ対策については、エネルギー削減に関する行政等

の指針に基づき積極的に取り組んでいる。全教室における室温を夏季（28 度）、冬

季（20 度）に設定し、これを遵守するほか、大教室における扇風機による空気循

環、教職員のクールビズなど、学生と教職員が一体となって節電対策を実行してい

る。【資料 5-1-4】 

キャンパス内での喫煙については、これまで数か所での分煙措置を講じてきたが、

受動喫煙防止法の施行に伴い、「びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部学内禁

煙推進計画」を策定し、受動喫煙防止に向けての取り組みを行った。その結果、平

成 29（2017）年度から学内全面禁煙を実施した。 

イ 人 権 

当地域での人権学習は、行政と運動団体が中心となって早くから熱心に取り組ま

れており、市民の人権意識には高いものがある。本学においても人権意識啓発の一

環として、隔年で「人権研修会」や「ハラスメント研修会」を実施し、大学人とし

ての高い倫理性と責任ある行動を自覚させている。また、全学生に対しては「人権

教育（教養基礎科目）」の履修を通して人権への見識を深めるほか、セクシャル・ハ
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ラスメントについては、学生ハンドブックに「びわこ学院大学・びわこ学院大学短

期大学部セクシャル・ハラスメントに関するガイドライン」を掲載するとともに、

セクハラ研修リーフレットの配布などにより意識啓発に努めている。またハラスメ

ント防止委員会として、セクハラのみならず多様なハラスメントに対応できる体制

を整えている。 

なお、個別事象に対しては、学生支援課への情報ホットラインを設けるとともに、

4 人の教員が相談員となり、臨機に対応することとしている。【資料 5-1-5】【資料

5-1-6】 

ウ 個人情報保護 

平成 15（2003）年に「個人情報保護に関する法律」が制定されたことに伴い、

本学園においても「学校法人滋賀学園個人情報の保護に関する規程」を制定し、学

園の業務の適正かつ円滑な運営と個人の権利利益の保護に努めている。また、同様

に平成 16（2004）年に「公益通報者保護法」が制定されたことから、「学校法人滋

賀学園公益通報者保護規程」を定め、公益通報者の保護と受信通報の処理にあたっ

ている。また、平成 27（2015）年 10 月に「行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律」(平成 25 年法律第 27 号、「マイナンバー法」)

に基づき「個人番号及び特定個人情報取扱規則」を制定した。【資料 5-1-7】【資料

5-1-8】 

エ 安全管理 

大学におけるさまざまな危機的事象の発生に対し、迅速かつ適切に対応するため

の「危機管理規程」を制定し、本学における危機管理や対処方法等についての態勢

整備を行った。【資料 5-1-9】防災訓練については、毎年東近江消防署の協力のもと

に、学生及び教職員による地震・火災等の避難実地訓練を実施している。また、有

事での学内関係者への通報の迅速化と災害時における安否所在確認に資するため

「緊急時連絡網」を作成し、全教職員が保持している。【資料 5-1-10】【資料 5-1-11】 

本学は、学生のマイカー通学を認めていることから、年度当初のオリエンテーシ

ョンにおいて、地元の東近江警察署生活安全課の職員による交通安全指導を実施し

ている。【資料 5-1-12】 

校舎等の建造物は耐震構造となっており、概ね震度 5 までの地震には安全要件を

満たしているが、本学キャンパスが東近江市の災害時の広域避難場所に指定されて

いることに鑑み、非常時における学生、教職員の迅速な避難をはじめ、近隣からの

避難者の受入れ体制のあり方等を検証するため「危機管理委員会」を設置し、防災・

減災と人命の安全確保のための「危機管理基本マニュアル」を作成した。【資料 5-1-9】

【資料 5-1-12】 

AED は、講義棟及び体育館に各 1 基を配置し、使用方法については年度始めの

オリエンテーションにおいて、所轄の消防署員が教職員や学生に対する啓発指導を

行っている。【資料 5-1-14】 

この他、オーム、アレフなどのカルト集団の対策についても、東近江市との連携

のもとに、学生や教職員への啓発に努めている。 
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【自己評価】 

昨今の異常気候の常態化や社会情勢の変化等により、想定外の自然災害や事件・

事故が予想されるなかで、学生が安心して勉学にいそしめる教育環境の整備は普遍

の課題といえる。特に、地震、豪雨などによる天変地異に備えての危機管理につい

て実効ある取り組みが求められている。 

本学では、環境への配慮、人権意識の徹底、防災意識の高揚など地域の行政機関

等との連携を密にしながら組織的に取り組んでいるものと評価している。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞ 

【資料 5-1-4】省エネ対策掲示 

【資料 5-1-5】人権研修会・セクハラ研修会実施要項 

【資料 5-1-6】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 

セクシャル・ハラスメントに関するガイドライン（学校法人滋賀学園規程集 4-19） 

【資料 5-1-7】個人情報の保護に関する規程（学校法人滋賀学園規程集 1-10） 

【資料 5-1-8】公益通報者保護規程（学校法人滋賀学園規程集 1-23） 

個人番号及び特定個人情報取扱規則（学校法人滋賀学園規程集 1-27） 

【資料 5-1-9】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 危機管理規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-16） 

【資料 5-1-10】平成 29（2017）年度 避難訓練実施要項 

【資料 5-1-11】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 緊急時連絡網 

【資料 5-1-12】平成 29（2017）年度 新入生オリエンテーション 実施要項 

【資料 5-1-13】危機管理基本マニュアル 

【資料 5-1-14】2017 学生ハンドブック 学内施設配置図（P174） 

 

（3）5－1 の改善・向上方策（将来計画） 

本学の運営については、以上の基本指針に則って関係規程を整備するとともに、学

園関係者が協働しながら法規範に準拠して執行し大学運営に努めていく。 

 

 

 

5－2 理事会の機能 

5-2-① 使命・目的の達成に向けて意思決定ができる体制の整備とその機能性 

 

（1）5－2 の自己判定 

基準項目 5－2 を満たしている。 

 

（2）5－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-2-① 使命・目的の達成に向けて意思決定ができる体制の整備とその機能性 

【事実の説明】 

学校法人滋賀学園寄附行為において、「理事会」は本学の最高意思決定機関と位置
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付けている。寄附行為第 16 条には理事会の定数を 6～8 名と定めており、各理事一

人ひとりが学校法人の運営に使命と責任を持って参画している。理事の選任区分は、

1 号理事「びわこ学院大学の学長」、2 号理事「滋賀学園高等学校の校長」3 号理事

「評議員のうちから評議員会において選任した者 3 名以上 4 名以内」、4 号理事「学

識経験者のうちから理事会において選任した者 1 名以上 2 名以内」となっている。

また、理事会の開催及び審議事項は、年 2 回（5 月･3 月）の定例会のほか、必要に

応じ臨時に開催しており、法人の全体予算・決算、財務管理・運営、主要な規程の

改廃のほか、学則に定める学科構成、入学定員、授業料の改定などの主な事項につ

いて審議決定を行っている。なお、監事は 2 名が定数で、このうち 1 名は公認会計

士の資格を所持しており、両名とも理事会に出席し、法人の財務状況及び理事の業

務監査などについて、理事長に適切な助言や意見具申を行っている。【資料 5-2-1】

【資料 5-2-2】【資料 5-2-3】 

現在の役員は理事 8 名、監事 2 名の定数で構成しており、平成 29（2017）年度

に開催された 4 回の理事会への理事の出席状況は 90.6%であり、良好な審議態勢の

中で本学園の最高意思決定機関としての機能を十分果たしている。【資料 5-2-4】【資

料 5-2-5】 

 

【自己評価】 

理事、監事及び評議員等の構成は適正で、会議への出席率も高い。職務は適確に

執行しており、戦略的に意思決定できる体制整備と機能性は確保されているものと

判断している。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞ 

【資料 5-2-1】学校法人滋賀学園寄附行為（学校法人滋賀学園規程集 1-1） 

【資料 5-2-2】理事会会議規則（学校法人滋賀学園規程集 1-2） 

理事会業務委任規則（学校法人滋賀学園規程集 1-3） 

【資料 5-2-3】役員及び評議員名簿 

【資料 5-2-4】平成 29（2017）年度 理事会/評議員会 開催及び出席状況 

【資料 5-2-5】平成 29（2017）年度 理事会/評議員会 次第 

 

（3）5－2 の改善・向上方策（将来計画） 

寄附行為、理事会会議規則に基づき学園の最高意思決定機関としての機能を果たす

よう努めていく 

 

 

 

 

5－3 管理運営の円滑化と相互チェック 

5-3-① 

5-3-② 

法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化 

法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性 
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（1）5－3 の自己判定 

基準項目 5－3 を満たしている。 

 

（2）5－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-3-① 法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化 

【事実の説明】 

学長は職指定で理事会の理事と評議員を兼務しており、学園の方針や意思決定を

行う理事会構成員と大学経営の統括者としての任務から、いわゆる管理部門と教務

部門双方の連携と調整が確保されている。また、日常的にも大学運営上の主要な事

項については、法人理事長、学長及び事務局長（法人学園長兼務）の三者による「三

役会議（毎週 1 回定例開催）」において、意見交換や情報の共有を図っており、本

会議が法人と大学の責任者で構成されていることから、双方の大筋的な意思統一の

場として機能している。 

会議においては、①組織・機能の効率化、②教学内容の適正化、③教育・研究の

質的向上、④学生生活の利便性、⑤入学定員及び進路の確保、⑥他大学・行政機関

との連携、⑦地域との協働など、大学の教育目的や社会的使命など総括的な事項が

協議テーマになっている。【資料 5-3-1】 

その場で意見集約された事項については、管理部門と教学部門の戦略的目標の実

務的な協議と責任分担、情報共有の場となっている「企画運営会議」や「教授会」

で審議し、それらの内容については学科会議、コース会議を通して全教職員に伝達

されている。 

一方、事務局においても、毎月定例的に開催する事務部門の課長補佐職以上で構

成する「部課長会議」において、事務局長から適宜報告があり、部門間の連携は円

滑かつ適切に行われている。この他、教職員の資質向上を図るため、SD・FD 研修

会などを開催している。さらに教職員全体のコミュニケーションを図るため、理事

長及び学長の訓話や、学内のコンピュータネットワークによる情報共有サイトを通

して情報の共有と活用を行っている。【資料 5-3-2】 

 

【自己評価】 

健全な学園運営に向けて、学長が志向する教学方針を法人理事長が支える経営と

教学の協働体制が整っている。また、学内では情報を共有するための多様なツール

が整備されており、これらの有機的な活用を通して、学園関係者の意思疎通は図れ

ているものと認識している。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞ 

【資料 5-3-1】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 三役会議 運営要領 

（学校法人滋賀学園規程集 4-20） 

【資料 5-3-2】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 部課長会議設置要綱 

（学校法人滋賀学園規程集 4-21） 
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5-3-② 法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性 

【事実の説明】 

本学園の最高意思決定機関である「理事会」には、寄附行為第 6 条により大学か

ら学長が選任されているほか、法人と大学を兼任する職員 1 名が選任されている。

また、「評議員会」においても、評議員に本法人が経営する学校を卒業した者から理

事会において 2 名が選任されることになっており、法人と大学とは密接な関係にあ

ると同時に、適切に牽制できる体制にもなっている。 

この他、教授会と企画運営会議には事務局長と関係部課長が構成員となっており、

学園運営にかかる主要事項について教学と経営の相互間での擦り合わせとチェック

機能が発揮されている。 

さらに、寄附行為第 5 条及び第 15 条において、監事の定数と職務を定めており、

法人及び大学の管理運営全般についてのチェック機能を果たしている。「監事はこの

法人の理事、職員（学長、校長、教員、その他の職員を含む。以下、同じ。）または

評議員以外の者であって理事会において選出した候補者のうちから、評議員会の同

意を得て、理事長が選任する。」としている。なお、監事の理事会への出席状況は良

好である。【資料 5-3-3】 

また、前述の評議員については、寄附行為第 20 条に設置を定めている。同第 22

条では評議員会は、諮問事項として、予算や財産に関する事項、予算外の新たな義

務の負担・権利の放棄、事業計画、寄附行為の変更、合併、解散などこの法人の業

務に関する重要事項を、また、同第 23 条では評議員会の職務として「この法人の

業務及び財産の状況ならびに役員の業務執行の状況について、役員からの報告を聴

取し、役員に対して意見を述べ、または役員からの諮問にこたえることができる。」

としている。 

評議員の定数は 13 名以上 17 名以内。その選任（寄附行為第 24 条）内訳は、1

号評議員「びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部の学長」、2 号評議員「滋賀

学園高等学校の校長」、3 号評議員「この法人の職員のうちから理事会において選任

された者 4 名」、4 号評議員「この法人の設置する学校を卒業した者で、年齢 25 才

以上の者のうちから理事会において選任された者 2 名」、5 号評議員「評議員から選

任された理事以外の理事 1 名以上 2 名以内」、6 号評議員「この法人に関係ある学識

経験者及び功労者で、前五号に規定する評議員の過半数により選任された者 4 名以

上 7 名以内」となっている。 

現員は、1 号・2 号評議員各 1 名、3 号評議員 4 名、4 号評議員 2 名、5 号評議員

2 名、6 号評議員 7 名の計 17 名が選任されており、任期は 4 年である。 

平成 29（2017）年度中に開催した評議員会は、概ね良好な出席（出席率 79.4%）

のもとに適切に運営されている。【資料 5-3-4】【資料 5-3-5】 

 

【自己評価】 

法人及び大学間相互のチェック体制は有効に機能するとともに、監事及び評議員

の職務・使命も法令に学園規程に則り適正に執行されているものと判断している。 
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＜エビデンス集（資料編）＞ 

【資料 5-3-3】平成 29（2017）年度 理事会/評議員会 開催及び出席状況 

【資料 5-3-4】学校法人滋賀学園寄附行為（学校法人滋賀学園規程集 1-1） 

【資料 5-3-5】平成 29（2017）年度 理事会/評議員会 次第  

 

（3）5－3 の改善・向上方策（将来計画） 

本学園が発展していくためには、管理部門と教学部門が車の両輪となって連携し、

協働することが肝要である。本学園においては、理事会、三役会議や教授会等におい

て、法人と大学の円滑なコミュニケーションと迅速な意思形成を図っており、その過

程では相互のチェック機能も有効に機能している。 

今後とも、組織の質的な向上と学園のガバナンスの強化に向けて、各部門間での緊

密な連携のもとに、有機的な教育体制を構築し、教育力の向上を図っていきたい。 

 

 

 

5－4 財務基盤と収支 

5-4-① 

5-4-② 

中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

 

（1）5－4 の自己判定 

基準項目 5－4 を満たしている。 

 

（2）5－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-4-① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

【事実の説明】 

大学経営は、主として学生の学納金と補助金に依存しており、収容定員の充足状

況が財務運営に大きく影響する。平成 24（2012）年度の完成年度を経て、第一期

生が社会に巣立ったが、その進路が一定保証されたこともあり、子ども学科の定員

は、平成 25（2013）年度以降概ね上昇基調にある。しかしながら、この先、学齢

人口の減少に伴う学生確保の見通しが予断できない状況にあることや、平成 26

（2014）年度開設の「スポーツ教育学科」の教学環境の整備に要した経費が当面の

財政面を圧迫しており、堅実な財務運営が喫緊の課題となっている。このため、平

成 29（2017）年度の予算編成に当たっては、教育力向上を原点とした財源の効果

的な配分を行う一方、人件費及びその他の諸費用の節減を断行し、帰属収支差額に

準拠した適正な予算配分に努めた。【資料 5-4-1】 

中・長期的視点に立った財政運営については、平成 29（2017）年度以降におい

ては、本計画の財務運営方針に基づき、事業計画の効率的な展開と経営の健全化に

努めることとする。【資料 5-4-2】【資料 5-4-3】 
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【自己評価】 

教育福祉学部に「スポーツ教育学科（入学定員 40 名）」が開設され、新学科の完

成時には子ども学科入学定員 80 名と編入学定員を合わせると、大学が 120 名×4

＋30 名＝510 名になり、短期大学部の 80 名×2＝160 名を加えると、収容定員数は

670 名となる。平成 29（2017）年度の定員充足率は 76.86％と、安全水準には至っ

ていないが、これらの定員充足率 100%超を達成することにより、学納金、補助金、

寄付金及び事業収入等によって、大学等の運営資金は一定確保できるものと認識し

ている。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞  

【資料 5-4-1】平成 29（2017）年度 予算編成方針の通達  

【資料 5-4-2】平成 29（2017）年度 事業計画書    

【資料 5-4-3】学校法人滋賀学園「中期経営計画」…財務計画  

  

5-4-② 安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

【事実の説明】 

本学園は、びわこ学院大学、びわこ学院大学短期大学部、滋賀学園高等学校、滋

賀学園中学校、びわこ学院大学附属こども園あっぷるを経営し、地域に密着した教

育研究活動を展開している。学園全体の財務運営にあたっては、収支の均衡に配意

しながら教育研究内容を向上させることに重点を置き、学校ごとに積み上げた概算

要求をもとに予算を編成している。 

教育研究目的を達成するための運営資金については、学納金や補助金収入、事業

収入を財源としている。 

近年においては、科研費獲得・講習会収入等の外部資金の確保にも重点を置き、

学納金収入以外においても収入増加を図っている。平成 28（2016）年度は私立大

学等改革総合支援事業及び私立大学等経営強化集中支援事業も採択されことも要因

となり経常収支差額比率が大幅な増加となった。 

理事長は、毎年予算編成方針策定し教職員に通達し学部・学科・担当予算要望書

の提出を要請している。これを受けて編成された予算案は評議員会の意見を求め、

理事会での議決によって成立している。 

予算の執行に際しては、不要不急の経費の抑制、費用対効果の視点からの検証な

ど予算の適正管理を基本としながら、事前の起案・稟議等において理解を深めてお

り、これらの手続と決裁を経ない不透明な予算執行は行われていない。 

決算については、会計年度終了後 2 ヶ月以内に決算案を作成し、公認会計士及び

監事による監査を受けた後、その意見を付して理事会で議決し、評議員会に報告し

意見を求めている。決定後は、本学園のホームページ上に財務情報として公開して

いる。 

 

【自己評価】 

   平成 25（2013）年度から帰属収支差額比率は黒字であるが、平成 28（2016）年
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度は外部資金の獲得により大幅な増加となった。引き続き外部資金獲得に向けた取

り組みをしていくが、学生募集に力を注ぎ収入の根幹である学納金収入が安定した

収入とし、学園全体で収支の均衡を図るものと認識している。 

 

（3）5－4 の改善・向上方策（将来計画） 

帰属収入の柱である学生生徒納付金の安定的な確保は、入学定員に見合った学生の

確保に他ならない。受験生の大部分を占める滋賀県内及び近畿地区での募集活動によ

り一層力を入れる一方、中途退学者等が財政に与える影響も看過できないことから、

日頃からの教学面や生活指導などでの細やかな配慮が欠かせない。 

大学の財政運営にあたっては、単年度収支の均衡を念頭においた予算編成を基本と

して、教育研究活動と財政状況のバランスに配意した取り組みを進める。 

財政の健全化にとって、外部資金の導入は重要なテーマである。国や公的機関、民

間団体等が企画する各種の科学研究費補助金等の競争的資金の獲得に向けて、募集等

に関する情報収集と啓発に努めるとともに、学長裁量によるインセンティブの支給金

などにより学内で応募気運が高揚するよう積極的な働きかけを行う。 

今後、加速度的に進展する少子化現象は、社会全体に大きな波紋をもたらすことに

なるが、大学等の高等教育機関にとっては存廃に係わる最重大事である。この試練を

乗り越えるには、財務運営面での収支の確保と教育研究の魅力化である。そうした視

点から、限られた財源をより効率的に教育研究に活用することを基本に、支出全般を

一様に削減するのではなく、選択と集中によるメリハリのある財政運営を心掛けてい

きたい。具体的には、各学部・各学科が策定する将来を見据えた事業計画をもとに財

務計画を策定し、特色ある学部運営の形成とこれを支える教職員の主体性の意識付け

である。また、予算編成時期を早めることで限られた財源の配分先や使途をより綿密

に考察することや、配分された予算が教育研究のために適正に執行されたかどうかの

検証も重要であり、財務計画策定時の検討課題としていきたい。 

 

 

 

5－5 会計 

5-5-① 

5-5-② 

会計処理の適正な実施 

会計監査の体制整備と厳正な実施 

 

（1）5－5 の自己判定 

基準項目 5－5 を満たしている。 

 

（2）5－5 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-5-① 会計処理の適正な実施 

【事実の説明】 

会計処理は、「学校法人会計基準」及び「経理規程」に準拠して、法人本部及び各

学校の総務部門において適正に処理している。また、文部科学省、日本私立学校振
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興・共済事業団、日本私立大学協会、私学経営研究会等の研修会に担当者が参加し、

会計知識の向上に努めるとともに、日常的に不明な点等があれば、顧問会計事務所

や監事（公認会計士）に随時問い合わせて、指導助言を受けている。【資料 5-5-1】 

 

【自己評価】 

学校法人会計基準等に基づき、堅実な会計処理がなされており、所定の監査にお

いても指摘事項がないことから、適正な執務が行われているものと判断している。  

 

＜エビデンス集（資料編）＞  

【資料 5-5-1】学校法人滋賀学園経理規程（学校法人滋賀学園規程集 1-15） 

 

5-5-② 会計監査の体制整備と厳正な実施 

【事実の説明】 

本学園では独立監査人と監事による会計監査及び業務監査を行っている。会計監査

は、独立監査人により「昭和 51 年 7 月 13 日付け文部省告示第 135 号」に基づき、独

立性が確保されたなかで、理事会の議事録をもとに取引内容・会計帳簿書類・決算関

係書類の確認や備品等の実査など総括的な監査を受けている。平成 29（2017）年度

の場合、1 名の公認会計士と 1 名の補助者によって元帳及び帳票書類等の照合、手続

きの確認、計算書類の照合など往査執務を含め延べ 55 日ほどの監査が実施された。 

非常勤の監事 2 名は、理事会及び評議員会にはほぼ毎回出席している。決算原案の

作成後会計帳簿書類の閲覧・照合、財務担当者から決算概要の聴取など業務執行状況

や財産内容等を監査しており、この結果については理事会及び評議員会において監査

報告が行われている。 

また、監査機能の強化に向けて、独立監査人と監事との意見交換などを通して学校

法人の状況把握が行き届いたものとなるよう配慮している。 

さらに、監事 1 名は毎年文科省主催の監事研修会に参加し、研修事項については事

務局長にも報告されている。【資料 5-5-2】【資料 5-5-3】 

 

【自己評価】 

独立監査人及び監事による会計監査は適切に行われており、本学園の財務帳票等

は、学校法人の財政状況及び経営内容を正しく示している。また、監査体制は十分

に整備され、厳正に実施しているものと評価する。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞  

【資料 5-5-2】平成 29（2017）年度 監事監査報告書  

【資料 5-5-3】平成 29（2017）年度 理事会/評議員会 次第  

 

（3）5－5 の改善・向上方策（将来計画） 

事務職員の実務知識の向上に向けて、外部研修等において研鑽をつむとともに、公

認会計士及び監事との連携を密にし、会計業務を適切に処理する。 



びわこ学院大学短期大学部 

72 

［基準 5 の自己評価］ 

経営・管理については、「寄附行為」にも明記されているように教育基本法、学校教育

法、私立学校法等の関係法令及び本学の諸規程に厳正に準拠しながら、地域との共存を

視座とした大学運営に努めている。 

理事会、教授会での戦略的意思決定や学長のリーダーシップは適正に発揮されており、

また、稟議書の決裁や、法人と大学との組織的連携もスムースに履行しており、業務執

行も機能的に運営されている。特に、近年では大学経営において、事務職員が果たす役

割・使命が質・量ともに重視されていることから、SD 委員会の機能向上に力を入れる

とともに、学内外の研修会に積極的に参加し、能力・資質の向上を図っている。文部科

学省主催の監事研修会にも毎年監事及び理事が出席している。 

財務・会計について、事業活動収支差額は改善されているが、将来的展望は楽観でき

ない状況にある。 

財務計画に見合った予算編成を念頭に、効率的な予算執行に努める一方、新たな収入

の確保にも全学を挙げて取り組み、学園の体力向上に努める。なお、本学園では借入金

の依存度は妥当な水準にあることから、財務上の健全性は一定確保されている。 

会計処理については、学校法人会計基準や関連の諸規程に準拠して事務執行がなされ

ており、公認会計士及び監事による監査においても特段の指摘事項はなく、適正に処理

されている。 

以上のように、本学の「経営・管理と財務」については、理事長、学長のリーダーシ

ップとガバナンスによって適正な組織運営がなされており、会計処理や監査体制も厳正

に実行されている。今後も、経営基盤の安定化に向けて、中期経営計画の実効ある推進

に注力し、キラリと光る個性ある大学として、将来にわたって存続していける体質の構

築に努めていきたい。 
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基準 6 内部質保証 

6－1 内部質保証の組織体制 

6-1-① 内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立 

 

（1）6－1 の自己判定 

基準項目 6－1 を満たしている。 

 

（2）6－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-1-① 内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立 

本学においては、内部質保証のため、図 6-1-①に示す教員組織を整備し、それぞ

れの部署における責任者を表 6-1-①のように規定している。【資料 6-1-1】 

 

図 6-1-① びわこ学院大学短期大学部組織図 

 

 

表 6-1-① びわこ学院大学組織責任者 

 

びわこ学院大学大学短期大学部：学長、ライフデザイン学科：学科長、総務部：総務部

長、教務部：教務部長、学生部：学生部長、図書館：図書館長、入学センター・実習実

践支援センター・進路就職支援センター・外部連携研究センター：センター長、児童学

コース・介護福祉コース・キャリアデザインコース：コース主任 
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また、それぞれの部署における意思決定機関としては、短期大学部では教授会、

ライフデザイン学科では学科会議を開催し、それぞれの課題に応じて各種委員会で

事前審議を行っている。また、図書館では図書館委員会、入学センター・実習実践

支援センター・進路就職支援センター・外部連携研究センターにおいては各センタ

ー企画運営委員会を開催し、それぞれの組織における課題の審議を行っている。な

お、これらの会議における議長は各部署の責任者が務め、会議の議題決定や議事進

行を行っている。さらに各部署の責任者による全体調整機関として学長を議長とす

る企画運営会議を開催し、本学 3 ポリシーの内容に沿った各部署での新しい取り組

みや修正事項を提案し、大学全体としての方向性を企画・調整している。【資料 6-1-2】 

以上のことから、本学における内部質保証のための組織は整備され、それぞれの

責任体制は確立していると考えられる。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞  

【資料 6-1-1】びわこ学院大学短期大学部 組織運営規程 （学校法人滋賀学園規程集 3-1） 

【資料 6-1-2】平成 29（2017）年度 教授会・各委員会体制および開催日程  

 

 

 

 

6－2 内部質保証のための自己点検・評価 

6-2-① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施とその結果の共有 

6-2-② IR(Institutional Research)などを活用した十分な調査・データの収集と分析 

 

（1）6－2 の自己判定 

基準項目 6－2 を満たしていない。 

 

（2）6－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-2-① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施とその結果の共有 

【事実の説明】 

本学においては学科長を委員長とする自己点検・評価委員会を組織し、平成 26

年度に策定された中期目標・中期計画に基づいて各部署における課題の達成状況を

評価している。【資料 6-2-1】 

また、年度当初の企画運営会議において、学長から前年度の目標達成状況とエビ

デンスの整備状況が提示され、それらに基づいた当該部署での自己点検・評価を実

施している。【資料 6-2-2】 

これらの結果については学内 LAN を利用した共有サーバーにアップされ、それ

ぞれの状況が把握できるようになっている。さらには、年度末にはそれらを総括す

る形で自己評価報告書を作成し、ホームページに公表している。 

【https://www.biwakogakuin.ac.jp/wp-content/uploads/2017/06/jikotenken-c2016.pdf】 

以上のことから、本学においては内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・
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評価が実施され、その結果が共有されていると判断する。 

6-2-② IR(Institutional Research)などを活用した十分な調査・データの収集と分析 

平成 29（2017）年度第１回企画運営会議において、IR 部署の設置を検討した。

しかしながら、本学のような小規模校において専門の教職員を配置した IR 室を設

置することは困難なため、とりあえずの試行措置として企画運営会議の中に IR 部

を設け、企画運営会議のメンバーを中心としてデータの収集・整理を行うことにし

た。【資料 6-2-3】 

そして、その手始めとして、今まで特定の者にしか見ることのできなかった各種

規程等をサーバー上に整理・公開し、大学構成員すべての者が必要に応じて参照で

きるようにした。ただ、今年度は上記作業で手一杯であり、各部署で保管している

各種調査・データ等を収集することができなかった。 

 

＜エビデンス集（資料編）＞  

【資料 6-2-1】びわこ学院大学短期大学部 自己点検・評価委員会規程 

（学校法人滋賀学園規程集 3-38） 

【資料 6-2-2】平成 29（2017）年度 第１回企画運営会議議事録 

【資料 6-2-3】インスティチューショナル・リサーチ部会規則 

 

（3）6－2 の改善・向上方策（将来計画） 

本学においては各部署の自主的・自律的な自己点検・評価は実施され、その結果は

共有されている。しかしながら、それらを統合・分析して新たな施策に繋げるための

取り組みは不十分である。今後は各部署で保管している各種データを一箇所に整理・

集約し、その分析に基づいた自己点検・評価が行えるシステムを構築する必要がある。 

 

 

 

6－3 内部質保証の機能性 

6-3-① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体の PDCA サイクルの仕組

みの確立とその機能性 

 

（1）6－3 の自己判定 

基準項目 6－3 を満たしている。 

 

（2）6－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-3-① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体の PDCA サイクルの仕組

みの確立とその機能性 

本学においては、年度初めの企画運営会議において学長が前年度の年度目標の達

成状況を確認するとともに、当該年度の目標設定を指示する。その指示に基づいて

各部署における目標の達成状況を自己点検・評価し、当該年度の目標設定・実施計

画をした後、教授会において最終決定する。各部署においては、この最終決定され
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た年度目標・計画に従って事業を展開し、その実施状況については、その都度、関

連委員会等において確認される。また、それらの実施状況等を示す議事録等は共有

サーバー上にアップされ、大学構成員の誰もが見ることができる。以上のことから、

本学における内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体の PDCA サイクル

の仕組みが確立され、その機能性を発揮していると判断する。 

 

 

［基準 6 の自己評価］ 

上記各基準項目における事実および自己評価に示す通り、本学の各取り組みにおける内

部質保証は確保されているものと判断する。 
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Ⅳ．短期大学が独自に設定した基準による自己評価 

 

基準 A．地域連携 

A－1 地域交流授業 

A-1-① 地域との様々な交流事業 

 

（1）A－1 の自己判定 

基準項目 A－1 を満たしている。 

 

（2）A－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

A-1-① 短期大学施設の開放、公開講座など、短期大学が持っている物的・人的資源の

地域への提供 

【事実の説明】 

びわこ学院大学短期大学部では、びわこ学院大学との共有施設ではあるが、それ

を活用して地域社会との交流を積極的に図っている。そのひとつとして、登録制に

よる一般の図書館の利用を進めており、地元である東近江市内の図書館との相互利

用や、県内の大学図書館との交流も行っている。また、滋賀県の「シルバー人材セ

ンター」から委託を受け、学内施設や専門教員を動員しての「生活支援サービス従

事者講習」を実施している。 

地域住民向けとしては、複数のプログラムによる「公開講座」なども行っており、

地域に近い大学としての役割を担っていきたいと考えている。 

本学の「外部連携研究センター」では、こうした地域への大学施設の開放・活用

をはじめとして、学生と地域との交流・研修を通じ、地域の理解を深めるとともに、

学生の学びはもとより、地域から信頼を寄せられる大学を目指して活動を進めてい

る。【資料 A-1-1】【資料 A-1-2】【資料 A-1-3】【資料 A-1-4】【資料 A-1-5】 

 

【自己評価】 

現在は、本学の所在する東近江市や近隣の愛荘町との間で包括協定を結び、総務・

企画、福祉、教育、商工振興、まちづくりなど、多角的な協力体制を採っている。

また、地元の八日市商工会議所とも協定を結んでおり、相互に事業への参画等を通

じて地域の活性化に寄与しており、上記をはじめ多様な連携が可能となっている。 

また平成 29（2017）年度は、滋賀県立大学 COC＋事業として滋賀中央信用金庫

と共催で行われた「滋賀に提案するアイデアコンテスト」に、キャリアデザインコ

ース 1 年生が、「お宝まちなみ、河五八（かごやん）！」と題して、彦根市河原町

地区・東近江市五個荘金堂地区・近江八幡市八幡地区を結んだ新しい観光コンテン

ツを提案して、滋賀県知事賞を受賞。金融庁近畿財務局大津事務所主催の「地方創

生セミナー」で実現化が検討されるにいたったことも、地域貢献の成果と考えてい

る。 
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＜エビデンス集（資料編）＞  

【資料 A-1-1】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 図書館運営規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-2） 

【資料 A-1-2】平成 28（2016）年度 生活支援サービス従事者講習カリキュラム 

【資料 A-1-3】公開講座チラシ 

【資料 A-1-4】各検定実施要領（実施団体のもの） 

【資料 A-1-5】びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部 外部連携研究センター規程 

（学校法人滋賀学園規程集 4-13） 

【資料 A-1-6】地方創生セミナーのリーフレット 

 

（3）A－1 の改善・向上方策（将来計画） 

今後は、より地域との交流を深めるとともに、地域の知の拠点としての役割を果た

すべく、更に各方面への事業展開を進めていくが、本学のもつ保育士や介護福祉士養

成の過程は、その専門性を持つ人材を地域に定着させることこそ、本当の地域貢献と

考える。このことをふまえて、地域に専門的な力をもつ人材の提供を図りたい。 

 

 

［基準 A の自己評価］ 

毎年 11 月開催の大学祭「紅葉賀祭（もみじがさい）」は、地域から多くの人が訪れ、

小さなキャンパスが活気づく。これは地域の人々との日常的な交流の成果であり、大学

が学生の学びの場であるだけではなく、地域教育の一端を担う施設であることを示して

いる。その一方で、本学の保育士や介護福祉士養成、あるいは企業人としての専門性を

持つ人材が不足する地域にとって、きわめて大きな貢献となる。そのような人材の輩出

や定着のうながしは大きな地域貢献となると考えて、教職員一丸となってあたっていく。 

 


